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跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
五
八
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
十
五
日
）

ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
十
八
〜
十
九
世
紀
英
米
の
政
治
思
想

― 
民
主
主
義
と
専
制
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
め
ぐ
っ
て 

―

 W
oodrow

 W
ilson and the Political Ideologies of 18th- and 19th-C

entury B
ritain and A

m
erica: H

is C
oncepts of 

D
em

ocracy and D
espotism

, A
ncient G

reece, and the O
ttom

an E
m

pire
 

森
　
ま
り
子

M
O

R
I M

ariko

要
旨本

稿
は
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
一
八
~
一
九
世
紀
英
米
の
政
治
思
想
と
の
関
連
を
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
︒
以
下
要
約
に
代
え
て
目
次
を
掲
げ
る
︒

は
じ
め
に

一　

本
稿
の
問
題
意
識
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
青
年
期
の
思
考
の
概
観

（
一
）
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
知
的
経
歴

︱
概
略

（
二
）
ダ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
時
代
に
吸
収
し
た
思
想

（
三
） 

ギ
リ
シ
ア
古
典
に
影
響
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
﹁
民
主
主
義
﹂
像
と
オ
ス
マ
ン
帝
国

観

︱
概
略

二　

民
主
主
義
と
専
制
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
考
え
方

︱
フ
ラ
ン
ス
革
命
観

三　

 
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
勉
強
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
与
え
た
影
響

︱
民
主
主
義
と
専
制
へ
の
考
え

方
（
一
）
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄

　

①
民
主
制
の
特
色
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②
自
由
・
平
等
・
民
主
制
の
価
値
と
自
由
を
守
る
戦
い

　

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
二
分
法

（
二
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄

　

①
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
主
義
と
愛
国
主
義
（
ス
ミ
ス
執
筆
部
分
）

　

② 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
の
ギ
リ
シ
ア
︑
ギ
リ
シ
ア
独

立
戦
争
（
フ
ェ
ル
ト
ン
執
筆
部
分
）　

　
　
（
ⅰ
）
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落　

　
　
（
ⅱ
）
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
の
ギ
リ
シ
ア

　
　
（
ⅲ
）
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争

四　

 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
オ
ス
マ
ン
帝
国

︱
東
方
問
題
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
人
権
外
交
を
め

ぐ
っ
て

（
一
）
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
へ
の
傾
倒

（
二
）
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
﹁
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
恐
怖
と
東
方
問
題
﹂
の
概
要

終
わ
り
に

は
じ
め
に

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
体
制
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
大
戦
の
一
連
の
戦
後
処
理
は

今
日
の
東
中
欧
か
ら
中
東
に
至
る
広
域
的
な
地
域
の
国
境
線
の
原
型
を
画
定
し
た
︒

こ
の
時
の
境
界
線
が
も
た
ら
し
た
多
民
族
・
多
宗
教
・
多
宗
派
地
域
の
分
断
は
︑﹁
イ

ス
ラ
ー
ム
国
﹂
の
活
動
に
象
徴
さ
れ
る
今
日
の
中
東
地
域
の
政
情
不
安
定
に
も
深
く

連
動
し
て
い
る

︶
1
︵

︒

と
こ
ろ
で
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
は
﹃
危
機
の
二
十
年
﹄
の
中
で
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
大
統

領
を
は
じ
め
と
す
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
の
指
導
者
た
ち
が
十
八
世
紀
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
事
を
指
摘
し
て
い
る

︶
2
︵

︒
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
東

中
欧
や
中
東
の
戦
後
処
理
を
考
え
た
時
の
最
大
の
関
心
事
は
︑こ
れ
ら
の
地
域
を﹁
民

主
化
﹂
す
る
事
に
よ
り
戦
争
を
再
び
起
こ
さ
な
い
国
際
政
治
の
構
造
を
つ
く
り
出
す

事
に
あ
っ
た
︒
し
か
し
米
国
人
で
あ
る
彼
の
考
え
た
﹁
民
主
主
義
﹂
は
︑
当
時
の
史

料
を
繙
く
と
普
遍
的
な
装
い
を
帯
び
な
が
ら
も
そ
の
内
実
は
﹁
普
遍
﹂
や
﹁
中
立
﹂

に
は
程
遠
く
︑
暗
黙
裡
に
﹁
米
国
的
﹂﹁
西
欧
的
﹂
で
あ
っ
た
事
が
読
み
取
れ
る
︒

こ
こ
で
﹁
米
国
的
﹂
及
び
﹁
西
欧
的
﹂
と
表
現
さ
れ
る
価
値
観
は
︑
共
通
性
を
多
く

持
ち
な
が
ら
も
重
な
ら
な
い
部
分
が
あ
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
︑
ウ
ィ
ル

ソ
ン
が
青
年
時
代
を
送
っ
た
十
九
世
紀
後
半
の
米
国
は
西
欧
︑
特
に
英
国
の
政
治
思

想
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
た
事
は
間
違
い
な
く
︑
実
際
一
八
五
六
~
八
〇
年
の
史

料
に
よ
っ
て
も
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
（Scotch-Irish

）
の
家

族
に
生
ま
れ
た
彼
が
︑
自
ら
が
生
を
受
け
た
米
国
の
思
潮
の
み
な
ら
ず
英
国
思
想
の

深
い
影
響
を
受
け
て
育
っ
た
事
が
跡
づ
け
ら
れ
る

︶
3
︵

︒
こ
の
意
味
で
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が

後
に
構
想
し
た
第
一
次
大
戦
後
の
世
界
秩
序
が
︑
最
も
多
感
な
時
期
に
吸
収
し
た

十
八
~
十
九
世
紀
の
英
米
の
政
治
思
想
に
寄
り
添
う
形
で
の
﹁
民
主
主
義
﹂
に
基
づ

い
て
い
た
事
は
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
点
で
カ
ー
の
指
摘
は
充
分
根
拠

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

し
か
し
本
稿
の
問
題
意
識
は
︑
カ
ー
の
指
摘
の
正
し
さ
を
改
め
て
考
究
す
る
に
と

ど
ま
ら
な
い
︒
本
稿
の
問
題
意
識
の
原
点
は
︑
こ
の
十
八
~
十
九
世
紀
の
英
米
の
民

主
主
義
観
に
沿
っ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
明
示
的
な
形
で
示
し
た
<
米
国
型
民
主
主
義
>
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が
今
も
米
国
に
よ
っ
て
強
く
主
張
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
︑
非
英
米
的
な
政
治
観
を
持

つ
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
︑
ロ
シ
ア
︑
中
国
な
ど
の
地
域
と
米
国
と
の
間
に
分
断
を
も
た
ら

し
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
点
に
あ
る
︒
本
稿
は
こ
の
問
題
意
識
を
念

頭
に
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
十
八
~
十
九
世
紀
英
米
の
政
治
思
想
の
関
係
の
一
端
を
︑
民

主
主
義
と
専
制
︑
古
代
ギ
リ
シ
ア
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
対
す
る

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
青
年
期
の
思
考
を
た
ど
る
事
に
よ
っ
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
︒

一　

本
稿
の
問
題
意
識
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
青
年
期
の
思
考
の
概
観

本
論
に
入
る
前
に
︑
冒
頭
で
述
べ
た
問
題
意
識
を
よ
り
詳
し
く
掘
り
下
げ
る
必
要

が
あ
る
が
︑
そ
れ
に
あ
た
っ
て
ま
ず
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
青
年
期
の
知
的
経
歴
に
つ
い
て

概
略
を
述
べ
る
︒

（
一
）
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
知
的
経
歴

―
概
略

ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
八
五
六
年
十
二
月
二
十
八
日
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

州
ス
タ
ン
ト
ン
に
生
ま
れ
︑
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ウ
グ
ス
タ
や
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
転
居
し
て
い
る
︒
彼
は
︑
父
が
長
老
派
の
牧
師
で
あ
り
︑
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
母
の
父
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
事
か
ら
︑
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
た
事
が
推
測
さ
れ
る

︶
4
︵

︒
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
啓
蒙
主
義
の
知
的
雰
囲
気
を
帯
び
た
家
庭
に
育
っ
た
事
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
民
主

主
義
観
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
が
︑
彼
の
場
合
︑
そ
れ
に
加
え
て
南
北
戦
争
期

の
南
部
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
事
も
彼
の
そ
の
後
の
政
治
的
思
考
に
重
要
な
痕
跡
を

残
し
て
い
る
事
を
指
摘
で
き
る

︶
5
︵

︒
但
し
本
稿
で
は
︑
当
時
の
米
国
に
特
有
の
事
情
に

由
来
す
る
思
想
的
要
素
に
つ
い
て
は
扱
わ
ず
︑
当
時
の
米
国
の
教
育
に
お
け
る
英
国

的
要
素
（
つ
ま
り
米
国
と
英
国
に
共
通
し
て
い
た
要
素
）
の
一
部
に
限
局
し
て
考
察

す
る
事
を
お
断
り
し
た
い
︒

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
八
七
三
年
九
月
に
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
ダ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
す
る
が
一
年
次
し
か
在
籍
せ
ず
︑
一
年
間
の
受
験
準
備
を
経
て

一
八
七
五
年
九
月
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
︑
歴
史
学
や
政
治
学
を

学
ぶ
︒
一
八
七
九
年
六
月
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
を
卒
業
後
︑
同
年
秋
か
ら
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
大
学
へ
法
学
を
学
ぶ
為
に
入
学
す
る
が
︑
病
気
の
た
め
一
八
八
〇
年
に
退
学
す

る︶
6
︵

︒
こ
の
頃
ま
で
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
自
ら
の
情
熱
が
無
味
乾
燥
な
法
学
よ
り
も
政
治

に
向
い
て
い
る
事
を
見
定
め
る
事
に
な
る
が︶

7
︵

︑
本
稿
で
考
察
す
る
彼
の
青
年
期
と
は

こ
の
一
八
七
三
~
七
九
年
の
お
よ
そ
六
年
間
で
あ
る
︒

（
二
）�

ダ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
時

代
に
吸
収
し
た
思
想

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
こ
の
六
年
間
の
知
的
軌
跡
を
克
明
に
た
ど
る
事
の
で
き
る
一
次
史

料T
he Papers of W

oodrow
 W

ilson, Vol.1

に
は
︑
彼
が
大
学
で
履
修
し
た
科
目
の

メ
モ
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
当
時
の
米
国
の
大
学
の
講
義
科
目
に
は
数
学
・
論
理
学
・

化
学
・
物
理
学
・
鉱
物
学
・
形
而
上
学
・
修
辞
学
・
天
文
学
な
ど
と
共
に
︑
キ
リ
ス

ト
教
や
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
の
古
典
が
含
ま
れ
て
い
た
︒
例
え
ば
ダ
ヴ
ィ
ド
ソ

ン
・
カ
レ
ッ
ジ
一
年
次
の
コ
ー
ス
を
記
し
た
彼
の
メ
モ
に
よ
る
と
︑
旧
約
聖
書
の
歴

史
︑
英
語
︑
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
文
法
な
ど
の
科
目
名
が
見
ら
れ
︑
ラ
テ
ン
語
で
は
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キ
ケ
ロ
を
︑
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
や
ヘ
ロ
ド
ト
ス
を
読
む
授
業
が
あ
っ

た
事
が
分
か
る︶

8
︵

︒
翌
年
彼
が
在
籍
を
や
め
た
時
︑
家
に
持
ち
帰
る
べ
き
本
の
メ
モ
に

は
数
学
や
歴
史
学
の
本
と
共
に
︑
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
の
辞
書
と
文
法
書
︑
ギ

リ
シ
ア
語
散
文
︑
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
﹃
ア
ナ
バ
シ
ス
﹄︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る

︶
9
︵

︒
又
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
移
っ
て
か
ら
は
︑
学
部
生
は
全
般
に
知
的
に
平
凡
な

教
育
を
受
け
て
い
た
事
が
彼
の
講
義
ノ
ー
ト
等
か
ら
窺
わ
れ
︑
彼
を
含
め
て
学
生
は

大
体
独
学
し
て
い
た
ら
し
い
一
方

︶
10
︵

︑
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
の
古
典
等
の
﹁
日
課

と
し
て
行
わ
れ
る
復
誦
﹂（recitation
）
に
励
ん
で
い
た
事
も
日
記
か
ら
窺
わ
れ
る
︒

彼
の
日
記
に
あ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ト
に
は
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

広
範
な
著
作
や
キ
ケ
ロ
の
名
が
見
え
る
一
方
︑
ロ
ッ
ク
︑
ヒ
ュ
ー
ム
︑
ハ
ミ
ル
ト
ン
︑

カ
ン
ト
︑
デ
カ
ル
ト
等
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
更
に
彼
が
詳
細
に
読
ん
だ
事
が
分
か
っ

て
い
る
本
と
し
て
バ
ー
ク
︑
バ
イ
ロ
ン
︑
カ
ー
ラ
イ
ル
︑
ト
ー
マ
ス
・
マ
コ
ー
レ
イ
︑

ミ
ル
ト
ン
︑
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
諸
著
作
︑
及
び
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ

シ
ア
史
﹄
等
が
あ
る
︒
つ
ま
り
彼
は
所
謂
西
洋
古
代
の
古
典
と
共
に
︑
西
欧
近
世
及

び
彼
に
と
っ
て
の
同
時
代
に
近
い
時
期
の
西
欧
の
古
典
（
大
半
は
英
米
の
も
の
）
を

幅
広
く
読
ん
で
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
︒
上
記
の
う
ち
バ
ー
ク
︑
カ
ー
ラ
イ
ル
︑
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
の
歴
史
家
マ
コ
ー
レ
イ
︑
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
︑
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ

シ
ア
史
﹄
は
︑
当
時
の
彼
が
関
心
を
持
っ
て
日
記
に
特
筆
し
て
い
る
人
々
と
著
作
で

あ
り
︑
他
に
も
ギ
ボ
ン
の
﹃
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
﹄
を
読
み
進
め
て
い
た
と
い
う
日

記
の
記
載
も
あ
る

︶
11
︵

︒

以
上
を
概
観
す
る
と
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
大
学
時
代
の
勉
学
の
特
徴
と
し
て
︑
ア
ジ

ア
や
東
欧
に
つ
い
て
の
勉
学
が
殆
ど
な
く

︶
12
︵

︑
専
ら
西
欧
思
想
に
勉
学
が
偏
っ
て
い
た

事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
︒
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
同
級
生
と
彼
は
深
い
絆
で
結
ば

れ
る
が
︑
後
に
各
界
で
活
躍
す
る
一
八
五
〇
年
代
生
ま
れ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
同
級
生

ら
が
︑
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
古
典
と
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
史
︑
及
び
ア
ン
グ
ロ
=
サ

ク
ソ
ン
の
政
治
思
想
や
歴
史
学
に
偏
っ
た
教
育
を
受
け
て
い
た
事
は
︑
彼
の
世
代
の

米
国
の
政
治
指
導
者
が
米
国
と
世
界
を
牽
引
し
つ
つ
生
み
出
し
た
第
一
次
大
戦
の
戦

後
処
理
と
︑
戦
間
期
以
降
の
世
界
に
彼
ら
が
広
め
よ
う
と
し
た
﹁
民
主
主
義
﹂
の
性

格
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
︒

（
三
）�

ギ
リ
シ
ア
古
典
に
影
響
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
民
主
主
義
」

像
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
観

―
概
略

ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
が
大
学
時
代
に
学
ん
だ
ギ
リ
シ
ア
古
典
は
︑
歴
史
学
と
文
学
の
素

養
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
米
国
の
建
国
の
理
念
で
あ
っ
た
民
主
主
義
の
ル
ー
ツ
と

理
想
像
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
学
生
の
心
の
中
に
形
成
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た

事
が
彼
の
日
記
か
ら
窺
わ
れ
る
︒
例
え
ば
後
述
す
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄
は
︑

当
時
の
学
生
に
︑ペ
ル
シ
ア
戦
争
で
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹂
た
る
ギ
リ
シ
ア
が
﹁
ア
ジ
ア
﹂

た
る
ペ
ル
シ
ア
を
破
り
得
た
の
は
ア
テ
ネ
の
民
主
制
が
強
い
愛
国
心
を
生
ん
だ
か
ら

で
あ
り
︑
民
主
国
家
は
専
制
国
家
を
愛
国
心
で
凌
ぐ
故
に
軍
事
的
に
も
強
大
に
な
り

得
る
の
だ
と
い
う
歴
史
像
を
植
え
付
け
る
に
充
分
な
︑
現
代
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
つ

古
典
で
あ
っ
た
点
で
注
目
さ
れ
る
︒

ま
た
前
述
の
様
に
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ト
に
あ
る
が
︑
大

学
の
ジ
ュ
ニ
ア
段
階
で
講
じ
ら
れ
る
事
も
あ
っ
た
﹃
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
﹄
や
﹃
ク

リ
ト
ン
﹄

︶
13
︵

は
︑
民
主
政
治
の
本
質
に
﹁
法
に
よ
る
統
治
﹂
が
あ
る
事
を
学
生
達
の
心
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の
中
に
強
烈
に
植
え
付
け
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒

更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
復
誦
が
あ
っ
た
と
記

し
て
い
る
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
で
あ
る

︶
14
︵

︒
同
書
は
全
体
の
九
割
近
く
が
ス
ト

ア
派
あ
た
り
ま
で
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
つ
い
て
の
叙
述
に
割
か
れ
て
お
り
（
古
典
・

古
代
の
専
門
家
で
あ
る
英
国
の
ス
ミ
ス
博
士
が
一
八
五
四
年
に
刊
行
し
た
部
分
）︑

﹁
ロ
ー
マ
の
征
服
か
ら
現
在
ま
で
の
ギ
リ
シ
ア
﹂
と
題
す
る
残
り
一
割
強
の
部
分
が

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
教
授
で
あ
っ
た
フ
ェ
ル
ト
ン
が
補
足
的
に

執
筆
し
た
部
分
で
あ
る
（
全
体
と
し
て
一
八
五
七
年
に
刊
行
）

︶
15
︵

︒
フ
ェ
ル
ト
ン
に
よ

る
補
足
章
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
征
服
後
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ア
と
︑
独
立
に
向
け
て
の
ギ
リ
シ
ア
民
族
の
﹁
覚
醒
﹂
が
重
点
的

に
描
か
れ
て
い
る
︒
こ
の
通
史
か
ら
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
学
生
が
導
き
出
し
た
歴
史
像
は

恐
ら
く
︑﹁
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
卓
越
し
た
民
主
制
が
あ
っ
た
が
︑
西
ロ
ー
マ
帝
国

が
滅
び
た
後
︑古
代
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
を
記
し
た
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
は
忘
れ
ら
れ
た
︒

更
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
ト
ル
コ
人
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
征
服
し
た

後
︑
か
つ
て
栄
光
あ
る
歴
史
を
誇
っ
た
ギ
リ
シ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
掠
奪
や

苛
斂
誅
求
に
よ
り
荒
廃
し
た
︒
し
か
し
ギ
リ
シ
ア
人
は
近
代
に
覚
醒
し
︑
野
蛮
な
ト

ル
コ
支
配
に
対
し
て
立
ち
上
が
り
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
﹂と
い
う
類
の
も
の
で
あ
り
︑

プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
学
生
達
は
民
主
主
義
を
つ
く
っ
た
民
族
の
隷
属
と
覚
醒
の
歴
史

を
︑
英
国
か
ら
独
立
し
た
自
国
の
歴
史
と
重
ね
合
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
事
が
容
易
に
想

像
さ
れ
る
︒
更
に
︑
同
書
を
通
読
し
た
学
生
達
は
野
蛮
で
専
制
的
な
ア
ジ
ア
に
対
す

る
民
主
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勝
利
と
い
う
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
描
い
た
ペ
ル
シ
ア
戦
争

の
構
図
と
も
自
然
に
重
ね
合
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
様
に
大
学
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
史
の
勉
強
が
民
主
主
義
と
専
制
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
ア
ジ
ア
と
い
う
二
分
法
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
植
え
付
け
た
可
能
性
に
本
稿
で
は
特
に

注
目
し
た
い
の
で
あ
る
︒
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
主
義
は
︑
彼
に
と
っ
て
直
近
の
時

代
の
大
事
件
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
︑
イ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
と
比
較
し
つ
つ
理

解
す
る
際
の
暗
黙
の
概
念
モ
デ
ル
と
な
っ
た
様
に
見
え
る
︒
ま
た
専
制
と
民
主
主
義

の
截
然
た
る
区
分
︑更
に
﹁
専
制
の
ア
ジ
ア
（
な
ど
非
西
欧
世
界
）︑民
主
主
義
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（
米
国
と
西
欧
）﹂
と
い
う
二
分
法
的
発
想
は
︑
第
一
次
大
戦
後
の
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
解
体
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
思
考
法
や
︑
米
国
の
政

治
指
導
者
の
戦
間
期
の
ロ
シ
ア
革
命
観
と
も
通
底
す
る
様
に
見
え
る
の
で
あ
る
︒
以

下
︑
こ
の
様
な
長
期
的
見
取
り
図
を
念
頭
に
︑
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
勉
強
が
ウ
ィ
ル
ソ

ン
の
観
点
を
い
か
に
形
成
し
得
た
か
を
考
察
す
る
事
と
し
た
い
︒

二　

�

民
主
主
義
と
専
制
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
考
え
方

―
フ
ラ
ン

ス
革
命
観

ギ
リ
シ
ア
古
典
や
ギ
リ
シ
ア
史
が
彼
の
民
主
主
義
観
に
い
か
に
影
響
し
た
の
か
を

考
察
す
る
前
に
︑
彼
が
直
近
の
時
代
の
民
主
主
義
に
関
わ
る
政
治
的
出
来
事
を
ど
の

様
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
︒
学
生
時
代
の
彼
が
大
き
な
関
心
を
向
け

た
の
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
っ
た
︒
以
下
︑
プ
リ
ン
ス
ト
ン
卒
業
直
後
の
一
八
七
九

年
九
月
四
日
頃
に
執
筆
し
た
エ
ッ
セ
イ
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
己
統
治
﹂
を
概
観

す
る
︒

彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
未
完
の
現
在
進
行
中
の
革
命
と
捉
え

︶
16
︵

︑
英
国
と
比
較
し
て

い
る
︒﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
自
由
は
ゆ
っ
く
り
と
漸
次
的
に
勝
ち
取
ら
れ
て
き
た
﹂
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と
述
べ
る
彼
は
︑
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
隷
属
の
縛
り
が
急
に
暴
力
的
に
破
裂
し
た
た

め
︑
長
く
痛
み
を
伴
う
変
動
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
論
じ
る
︒

旧
体
制
下
に
存
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
際
立
っ
た
特
徴
は
︑
あ
の
最
初
の
ア

ナ
ー
キ
ー
の
日
々

︱
革
命
が
そ
の
最
も
初
期
の
︑
最
も
恐
る
べ
き
仕
事
を
な
し
た
日
々

で
あ
る
が

︱
の
暗
い
背
景
に
鮮
烈
に
閃
い
て
い
る
︒
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
︑
海
峡
の
向

こ
う
の
近
隣
諸
国
の
間
に
極
め
て
勝
ち
誇
っ
て
い
る
と
見
た
そ
の
精
神
を
感
じ
た
の
で

あ
る
︒
だ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
改
革
の
秩
序
正
し
い
進
行
を
︑
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
革
命
の
急
展
開
と
対
比
さ
れ
た
い
︒
海
峡
の
片
側
で
は
我
々
は
法
が
至
高
で
あ
る

の
を
見
出
す
の
に
対
し
︑
も
う
片
側
で
は
力
﹇
が
至
高
﹈
で
あ
る
︒
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
偉
大
な
諸
改
革
は
平
和
的
な
手
段
に
よ
っ
て
︑
討
議
の
形
成
す
る
力
に
よ
っ
て
︑
法

の
限
界
内
で
な
さ
れ
て
い
る
︒
フ
ラ
ン
ス
で
は
諸
政
府
は
力
に
よ
っ
て
束
の
間
支
配
し
︑

結
局
力
に
よ
っ
て
︑
殺
戮
や
激
し
い
変
動
の
さ
な
か
に
瓦
解
す
る
︒
こ
の
様
な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
︒
英
国
人
の
強
み
は
数
世
紀
に
わ
た
る
自
己
統
治
に

よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
︒
彼
は
年
を
重
ね
︑
そ
れ
故
に
自
ら
の
自
由
の
行
使
と

防
衛
に
於
て
自
制
が
き
い
て
い
る
︒
他
方
︑
過
去
の
全
て
の
重
み
が
フ
ラ
ン
ス
人
を
引

き
ず
り
下
ろ
す
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
︒
彼
は
疑
似
隷
属
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
て
き
た

の
で
あ
る
︒
彼
の
伝
統
を
遡
る
限
り
︑
彼
と
彼
の
先
祖
は
︑
王
と
貴
族

︱
﹇
つ
ま
り
﹈

全
て
の
権
力
者
の
膝
下
に
屈
し
て
き
た
︒
彼
は
義
務
し
か
受
け
継
い
で
い
な
い
︒﹇
こ
れ

に
対
し
﹈
イ
ギ
リ
ス
人
は
特
権
の
遺
産
を
も
持
っ
て
い
る
︒
政
治
的
習
慣
の
こ
れ
ら
の

違
い
は
非
常
に
目
立
っ
て
明
白
で
あ
り
・
・
・
︶
17
︵

こ
の
く
だ
り
に
は
バ
ー
ク
の
﹃
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
﹄
の
影
響
が
明
確
に
見
て

と
れ
る

︶
18
︵

︒
実
際
バ
ー
ク
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
若
き
日
に
最
も
影
響
を
与
え
た
思
想
家
の

一
人
で
あ
っ
た

︶
19
︵

︒
更
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
︑﹁
そ
れ
﹇
旧
体
制
下
の
中
央
集
権
﹈
の
影

響
の
遍
在
に
つ
い
て
明
確
に
理
解
す
る
に
は
︑
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
﹃
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ

ジ
ー
ム
﹄
を
読
み
さ
え
す
れ
ば
よ
い
﹂

︶
20
︵

と
も
い
う
︒
実
際
︑
以
下
の
文
章
は
︑
フ
ラ

ン
ス
革
命
が
旧
体
制
を
打
倒
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故
専
制
と
暴
力
に
転
落
し
て

い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
議
論
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
よ
く
理
解
し
て
い

た
事
を
示
し
て
い
る
︒﹁
国
家
︑
中
央
政
府
が
善
に
つ
い
て
も

︱
或
い
は
悪
に
つ

い
て
も

︱
唯
一
の
権
力
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
非
常
に
強
く
フ
ラ
ン
ス
人
の
心

を
捉
え
て
き
た
の
で
︑
革
命
の
種
子
を
蒔
い
た
最
も
急
進
的
な
著
述
家
た
ち
で
さ
え

も
そ
の
考
え
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
︒
彼
ら
の
最
も
先
を
行
っ
た
願
望
の
表
明
に
お

い
て
す
ら
も
︑
彼
ら
は
政
治
的
自
由
で
は
な
く
一
定
の
諸
改
革
の
み
を
求
め
︑
そ
れ

ら
を
も
た
ら
す
べ
く
国
家
を
仰
い
だ
の
で
あ
っ
た
︒
彼
ら
の
見
解
で
は
国
家
は
個
人

を
形
作
り
︑
今
あ
る
材
料
か
ら
新
し
い
国
民
を
彫
り
出
す
全
て
の
力
を
持
っ
て
い

た
﹂

︶
21
︵

︒フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
は
国
家
が
国
民
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
彼
は
総
括
し
︑
ナ

ポ
レ
オ
ン
一
世
の
か
つ
て
な
い
ほ
ど
絶
対
的
な
専
制
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
続
け
る
︒

﹁
旧
体
制
の
他
の
非
常
に
多
く
の
特
徴
を
破
壊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
革
命
は
そ

の
巨
大
な
中
央
集
権
体
制
を
維
持
し
強
化
し
さ
え
し
た
︒
な
ぜ
な
ら
革
命
は
中
央
集

権
体
制
を
公
認
し
た
か
ら
で
あ
る
︒・・・
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
は
︑
革
命
の
開
幕
以
来
︑

中
央
集
権
化
さ
れ
た
民
主
主
義
と
︑
中
央
集
権
化
さ
れ
た
王
制
つ
ま
り
帝
政
が
交
互

に
来
る
と
い
う
記
録
以
上
の
も
の
で
は
殆
ど
な
か
っ
た

︱
全
て
が
事
実
上
の
専
制
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の
影
響
力
の
事
例
な
の
で
あ
る
﹂

︶
22
︵

︒

こ
の
様
な
専
制
か
ら
国
を
守
る
為
に
は
地
方
自
治
が
重
要
で
あ
る
と
彼
は
論
じ

る
︒
中
央
集
権
化
し
す
ぎ
て
い
る
と
政
府
が
倒
れ
た
際
に
地
方
官
僚
が
た
ち
ま
ち
無

力
と
な
り
︑
主
人
を
失
っ
た
た
め
孤
立
無
援
と
な
っ
て
し
ま
う
︒﹁
首
都
パ
リ
が
隅

の
要
石
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
ば
統
治
機
構
全
体
が
が
ら
が
ら
と
倒
壊
す
る
の
で
あ
る
︒
パ

リ
は
今
や
再
び
政
府
所
在
地
で
あ
り
︑
我
々
は
そ
れ
故
︑
中
央
集
権
が
完
全
な
地
方

自
治
に
取
り
換
え
ら
れ
る
ま
で
は
共
和
国
の
安
全
へ
の
我
々
の
恐
れ
を
決
し
て
完
全

に
は
払
拭
で
き
な
い
﹂

︶
23
︵

︒

強
力
な
王
権
に
よ
る
専
制
の
伝
統
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
法
的
限
界
の
中
で
の
漸

次
的
な
改
革
に
熟
達
し
て
お
ら
ず
︑
す
ぐ
暴
力
に
頼
る
︒﹁
フ
ラ
ン
ス
人
は
憲
法
的

統
治
に
慣
れ
て
お
ら
ず
︑
そ
れ
と
折
り
合
っ
て
い
な
い
︒
彼
ら
は
憲
法
的
改
革
の
機

構
を
操
作
す
る
技
術
に
長
け
て
い
な
い
︒
破
壊
は
彼
ら
に
と
っ
て
修
復
よ
り
も
自
然

で
あ
る
︒
政
府
の
政
策
が
気
に
入
ら
な
い
と
︑
彼
ら
の
最
初
の
衝
動
は
そ
れ
を
破
壊

す
る
事
で
あ
る
︒・
・
・
議
会
制
統
治
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
実
践
さ
れ
た
事
の
な
い
技

術
で
あ
る
︒・
・
・
自
己
統
治
は
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
は
今
ま
で
実
験
に
す
ぎ
ず
︑

そ
の
行
使
も
多
年
に
わ
た
り
人
々
の
習
慣
の
中
に
確
固
と
し
て
確
立
さ
れ
る
様
に
は

な
り
得
な
い
で
い
る
︒
確
か
に
共
和
主
義
そ
の
も
の
が
試
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ま
で

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
思
考
の
中
で
は
ア
ナ
ー
キ
ー
や
流
血
と
同
義
語
で
あ
る
﹂︒

バ
ー
ク
の
議
論
を
彷
彿
と
さ
せ
る
議
論
を
展
開
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
︑
共
和
国
の
安

全
は
﹁
中
央
集
権
の
漸
次
的
離
脱
と
地
方
自
治
の
最
終
的
な
確
立
﹂
に
よ
っ
て
確
保

さ
れ
る
︑
と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
っ
た

︶
24
︵

︒

バ
ー
ク
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
影
響
が
明
ら
か
な
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
︑

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
様
で
あ
り
な
が
ら
︑
実
は
民
主
主
義
の
発
展
史
に

お
け
る
英
国
議
会
政
治
の
卓
越
性
を
論
じ
た
<
英
国
政
治
論
>
で
も
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
︒
彼
の
英
国
議
会
政
治
へ
の
関
心
は
一
貫
し
て
深
く
︑
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
学
中

の
一
八
七
九
年
八
月
に
英
国
議
会
政
治
と
の
比
較
を
意
識
し
たC

abinet 

G
overnm

ent in the U
nited States

と
い
う
論
考
を
執
筆
し
て
い
る

︶
25
︵

︒
彼
の
英
国

憲
政
史
へ
の
見
解
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
﹃
英
国
憲
法
﹄︑彼
が
学
生
時
代
に
夢
中
に
な
っ

た
マ
コ
ー
レ
イ
の
﹃
英
国
史
﹄
や
グ
リ
ー
ン
の
﹃
英
国
人
の
簡
潔
な
歴
史
﹄
な
ど
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が

︶
26
︵

︑
そ
れ
ら
の
見
解
に
基
づ
く
彼
の
米
国
政
治
論

（
責
任
あ
る
政
治
の
為
に
は
徹
底
的
な
三
権
分
立
で
は
な
く
英
国
型
の
議
院
内
閣
制

を
採
用
す
る
方
が
よ
い
と
い
う
趣
旨
）
の
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
︒

三　

�

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
勉
強
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
与
え
た
影
響

―
民
主

主
義
と
専
制
へ
の
考
え
方

上
記
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
論
か
ら
は
民
主
主
義
と
専
制
と
い
う
二
項
対
立
的
な
ウ
ィ

ル
ソ
ン
の
発
想
が
読
み
取
れ
る
が
︑
本
節
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
勉
強
か
ら
ウ
ィ
ル

ソ
ン
が
吸
収
し
た
民
主
主
義
と
専
制
へ
の
考
え
方
を
︑
彼
が
読
ん
だ
事
が
分
か
っ
て

い
る
二
冊
の
本
を
も
と
に
更
に
考
究
す
る
事
と
し
た
い
︒
二
冊
の
本
と
は
ヘ
ロ
ド
ト

ス
の
﹃
歴
史
﹄
と
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
で
あ
る
︒

（
一
）
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
『
歴
史
』

ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
で
は
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄
に
つ
い
て
次
の
様

に
説
明
し
て
い
る
︒﹁
か
の
素
晴
ら
し
い
著
作
の
真
の
主
題
は
︑
小
ア
ジ
ア
の
ギ
リ
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シ
ア
人
を
含
む
最
も
広
義
の
ギ
リ
シ
ア
人
種
と
︑
ア
ジ
ア
人
ら
（A

siatics

）
と
の

闘
争
で
あ
る
︒こ
れ
が
同
書
の
見
取
り
図
で
あ
り
︑イ
オ
や
メ
ー
デ
イ
ア
や
ヘ
レ
ネ
ー

の
物
語
に
例
示
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
人
と
ア
ジ
ア
人
の
間
の
古
代
の
敵
意
に
つ
い

て
当
時
行
き
渡
っ
て
い
た
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
︒
か
く
し
て
こ
の
歴
史
家
は
壮
大

な
叙
事
詩
の
主
題
を
自
ら
に
対
し
て
提
示
し
た
が
︑
そ
の
主
題
は
ギ
リ
シ
ア
に
対
す

る
企
図
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
人
の
敗
北
に
よ
っ
て
︑
自
然
か
つ
栄
光
に
満
ち
た
終
幕

に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
﹂︒﹁
ア
テ
ネ
に
対
す
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
愛
と
賞
賛
は
彼

の
著
作
全
篇
を
通
じ
て
明
ら
か
で
あ
る
︒
彼
は
全
身
全
霊
で
ア
テ
ネ
に
味
方
し
︑
ア

テ
ネ
を
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
の
救
世
主
で
あ
る
と
宣
言
し
た
﹂

︶
27
︵

︒
ス
ミ
ス
は
︑
ヘ
ロ
ド

ト
ス
の
叙
述
は
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
そ
れ
と
比
べ
て
実
証
性
の
不
足
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
︑
自
ら
の
観
察
で
書
い
て
い
る
事
は
本
物
で
あ
り
︑
か
つ
て
は
あ
り
得
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
箇
所
も
今
で
は
立
証
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
し
て
︑﹁
要

す
る
に
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
歴
史
学
の
ホ
メ
ロ
ス
な
の
で
あ
る
﹂

︶
28
︵

と
評
価
し
て
い
る
︒

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ス
ミ
ス
の
解
説
か
ら
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
彼
が
ギ
リ
シ
ア
語
で
繙
い
た
﹃
歴
史
﹄

の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
か
︒以
下
で
は
右
記
の
ス
ミ
ス
の
概
評
を
念
頭
に
︑

民
主
制
の
特
色
︑
自
由
を
守
る
戦
い
と
い
う
意
識
︑
ア
テ
ネ
の
愛
国
心
︑
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
た
る
ギ
リ
シ
ア
と
ア
ジ
ア
た
る
ペ
ル
シ
ア
の
戦
い
が
前
者
の
勝
利
に
終
わ
る
展
開

な
ど
の
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
要
素
に
注
目
し
つ
つ
︑
ヘ
ロ

ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄
の
内
容
を
概
観
す
る
︒

①
民
主
制
の
特
色

同
書
に
は
民
主
制
に
つ
い
て
の
作
者
の
高
い
評
価
が
随
所
に
語
ら
れ
て
い
る
が
︑

そ
の
評
価
が
窺
わ
れ
る
箇
所
の
一
つ
が
以
下
に
引
用
す
る
カ
ン
ビ
ュ
セ
ス
死
後
の
ペ

ル
シ
ア
の
国
制
に
つ
い
て
の
論
争
で
あ
る
︒
オ
タ
ネ
ス
︑
メ
ガ
ビ
ュ
ゾ
ス
︑
ダ
レ
イ

オ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
民
主
制
・
寡
頭
制
・
独
裁
制
を
擁
護
す
る
が
︑
最
後
に
は
独
裁
制

が
最
善
で
あ
る
と
い
う
ダ
レ
イ
オ
ス
の
主
張
が
支
配
的
に
な
る
︑
と
い
う
内
容
で
あ

る
︶
29
︵

︒
オ
タ
ネ
ス
は
︑
国
事
を
ペ
ル
シ
ア
人
全
体
の
処
理
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
︒

﹁
わ
れ
ら
の
内
の
一
人
だ
け
が
独
裁
者
と
な
る
こ
と
は
︑
好
ま
し
い
こ
と
で
も
な
く
善

い
こ
と
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
︑
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
も
は
や
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
︑

と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
あ
る
︒
諸
子
は
カ
ン
ビ
ュ
セ
ス
王
が
い
か
に
暴
虐
の
限
り
を

つ
く
し
た
か
を
御
承
知
で
あ
り
︑
ま
た
マ
ゴ
ス
の
暴
虐
ぶ
り
は
身
を
も
っ
て
知
ら
れ
た

と
お
り
だ
か
ら
だ
︒
何
ら
の
責
任
を
負
う
こ
と
な
く
思
い
の
ま
ま
に
行
な
う
こ
と
の
で

き
る
独
裁
制
が
︑
ど
う
し
て
秩
序
あ
る
国
制
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
な
政
体

に
あ
っ
て
は
︑
こ
の
世
で
最
も
す
ぐ
れ
た
人
物
で
す
ら
︑
い
っ
た
ん
君
主
の
地
位
に
坐

れ
ば
︑
か
つ
て
の
心
情
を
忘
れ
て
し
ま
う
︒
現
在
の
栄
耀
栄
華
に
よ
っ
て
驕
慢
の
心
が

生
ず
る
か
ら
で
︑
さ
ら
に
は
人
間
に
生
得
の
嫉
妬
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
︒
こ
の
二
つ

の
弱
点
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
︑
独
裁
者
は
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
を
身
に
具
え
る
こ
と
に
な
る

の
だ
︒・
・
・ 
独
裁
者
と
い
う
も
の
は
︑
ほ
ど
ほ
ど
に
讃
め
て
お
く
と
仕
え
方
が
足
ら
ぬ

と
い
っ
て
機
嫌
を
損
ね
る
し
︑
余
り
大
切
に
扱
い
す
ぎ
れ
ば
︑
へ
つ
ら
い
者
と
し
て
や
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は
り
不
興
を
買
う
︒

し
か
し
最
も
重
大
で
あ
る
の
は
こ
れ
か
ら
私
が
申
す
こ
と
で
︑
そ
れ
は
独
裁
者
と
い

う
も
の
は
父
祖
伝
来
の
風
習
を
破
壊
し
︑
女
を
犯
し
︑
裁
き
を
経
ず
し
て
人
命
を
奪
う

こ
と
だ
︒
そ
れ
に
対
し
て
大
衆
に
よ
る
統
治
は
先
ず
第
一
に
︑
万
民
同
権
と
い
う
世
に

も
美
わ
し
い
名
目
を
具
え
て
お
り
︑
第
二
に
は
独
裁
者
の
行
な
う
よ
う
な
こ
と
は
一
切

行
な
わ
ぬ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
︒
職
務
の
管
掌
は
抽
籤
に
よ
り
︑
役
人
は
責
任
を
も
っ

て
職
務
に
当
り
︑
あ
ら
ゆ
る
国
策
は
公
論
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
︒

さ
れ
ば
私
と
し
て
は
︑
独
裁
制
を
断
念
し
て
大
衆
の
主
権
を
確
立
す
べ
し
と
の
意
見

を
こ
こ
に
提
出
す
る
︒
万
事
は
多
数
者
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
︒﹂

オ
タ
ネ
ス
が
こ
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
の
に
対
し
︑
メ
ガ
ビ
ュ
ゾ
ス
は
国
事
を
少

数
者
の
統
治
（
寡
頭
政
治
）
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
︑
次
の
よ
う
に
述
べ
た
︒

﹁
オ
タ
ネ
ス
が
独
裁
制
を
廃
す
る
と
い
っ
た
の
に
は
私
も
全
く
同
意
見
で
あ
る
が
︑
主

権
を
民
衆
に
委
ね
よ
と
い
う
の
は
︑
最
善
の
見
解
と
は
申
せ
ま
い
︒
何
の
用
に
も
立
た

ぬ
大
衆
ほ
ど
愚
劣
で
し
か
も
横
着
な
も
の
は
な
い
︒
従
っ
て
独
裁
者
の
悪
虐
を
免
れ
ん

と
し
て
︑
狂
暴
な
民
衆
の
暴
戻
の
手
に
陥
る
と
い
う
が
ご
と
き
は
︑
断
じ
て
忍
び
得
る

こ
と
で
は
な
い
︒・
・
・
さ
な
が
ら
奔
流
す
る
河
に
も
似
て
思
慮
も
な
く
た
だ
が
む
し
ゃ

ら
に
か
か
っ
て
国
事
を
押
し
進
め
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
︒
そ
れ
故
に
︑
ペ
ル
シ
ア
に
害
心

を
抱
く
も
の
は
民
主
政
治
を
と
る
が
よ
い
︒
わ
れ
ら
は
最
も
優
れ
た
人
材
の
一
群
を
選

抜
し
︑
こ
れ
に
主
権
を
賦
与
し
よ
う
︒
も
と
よ
り
わ
れ
ら
自
身
も
︑
そ
の
数
に
入
る
は

ず
で
あ
り
︑
最
も
す
ぐ
れ
た
政
策
が
最
も
す
ぐ
れ
た
人
間
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と

は
当
然
の
理
な
の
だ
︒﹂

メ
ガ
ビ
ュ
ゾ
ス
が
右
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
と
︑
三
番
目
に
ダ
レ
イ
オ
ス
が
自
説

を
披
瀝
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
た
︒

﹁
私
は
メ
ガ
ビ
ュ
ゾ
ス
が
大
衆
に
つ
い
て
い
わ
れ
た
こ
と
は
も
っ
と
も
と
思
う
が
︑
寡

頭
政
治
に
つ
い
て
の
発
言
は
正
し
く
な
い
と
思
う
︒
す
な
わ
ち
こ
こ
に
提
起
さ
れ
た
三

つ
の
体
制

︱
民
主
制
︑
寡
頭
制
︑
独
裁
制
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
最
善
の
姿
に
あ
る
と
仮

定
し
た
場
合
︑
私
は
最
後
の
も
の
が
他
の
二
者
よ
り
も
遙
か
に
優
れ
て
い
る
と
断
言
す

る
︒
最
も
優
れ
た
た
だ
一
人
の
人
物
に
よ
る
統
治
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
体
制
が
出
現
す
る

と
は
考
え
ら
れ
ぬ
か
ら
で
︑
そ
の
よ
う
な
人
物
な
ら
ば
︑
そ
の
卓
抜
な
識
見
を
発
揮
し

て
民
衆
を
見
事
に
治
め
る
で
あ
ろ
う
し
︑
ま
た
敵
に
対
す
る
謀
略
に
し
て
も
︑
こ
の
よ

う
な
体
制
下
で
最
も
そ
の
秘
密
が
保
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
寡
頭
制
に
あ
っ
て

は
︑
公
益
の
た
め
に
功
績
を
挙
げ
ん
と
努
め
る
幾
人
も
の
人
間
の
間
に
︑
と
も
す
れ
ば

個
人
的
な
激
し
い
敵
対
関
係
が
生
じ
易
い
︒・
・
・
そ
こ
か
ら
内
紛
が
生
じ
︑
内
紛
は
流

血
を
呼
び
︑
流
血
を
経
て
独
裁
制
に
帰
着
す
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
︑
独
裁
制
が

最
善
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
判
る
︒

一
方
民
主
制
の
場
合
に
は
︑
悪
の
は
び
こ
る
こ
と
が
避
け
難
い
︒
さ
て
公
共
の
こ
と

に
悪
が
は
び
こ
る
際
に
︑
悪
人
た
ち
の
間
に
生
ず
る
の
は
敵
対
関
係
で
は
な
く
︑
む
し

ろ
強
固
な
友
愛
感
で
︑
そ
れ
も
そ
の
は
ず
︑
国
家
に
悪
事
を
働
く
者
た
ち
は
結
託
し
て

こ
れ
を
行
な
う
か
ら
だ
︒
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
り
︑
結
局
は
何
者
か
が
国
民
の
先
頭

に
立
っ
て
悪
人
ど
も
の
死
命
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
結
果
は
こ
の
男
が
国
民
の

讃
美
の
的
と
な
り
︑
讃
美
さ
れ
た
挙
句
は
独
裁
者
と
仰
が
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
︒
こ

の
事
例
か
ら
見
て
も
︑
独
裁
制
が
最
高
の
政
体
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
は
な
い

か
︒・
・
・
﹂

右
の
よ
う
な
三
つ
の
意
見
が
出
た
の
で
あ
る
が
︑
七
人
の
内
四
人
ま
で
が
最
後
の
説
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に
加
担
し
た
︒・
・
・
︶
30
︵

こ
の
引
用
部
分
は
︑
ア
ジ
ア
た
る
ペ
ル
シ
ア
は
民
主
主
義
が
優
れ
た
国
制
で
あ
る

事
を
認
め
ず
依
然
と
し
て
独
裁
制
を
選
ん
だ
と
い
う
構
図
を
提
示
し
て
お
り
︑
欧
米

の
読
者
に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
た
事
が
想
像
さ
れ
る
︒
そ
の
<
独
裁
の
ペ
ル
シ
ア
>

と
巧
み
に
対
比
さ
れ
る
の
が
︑
<
自
由
・
民
主
主
義
の
ア
テ
ネ
>
な
の
で
あ
っ
た
︒

②
自
由
・
平
等
・
民
主
制
の
価
値
と
自
由
を
守
る
戦
い

ア
テ
ネ
は
自
由
・
平
等
・
民
主
制
を
実
現
し
た
事
に
よ
っ
て
最
強
国
家
に
な
っ
た

と
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
評
価
す
る
︒﹁
か
く
て
ア
テ
ナ
イ
は
強
大
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
︑

自
由
平
等
と
い
う
こ
と
が
︑
単
に
一
つ
の
点
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
︑

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
た
の
で
あ
っ
た
︒
と
い
う

の
も
︑
ア
テ
ナ
イ
が
独
裁
下
に
あ
っ
た
と
き
は
︑
近
隣
の
ど
の
国
を
も
戦
力
で
凌
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
︑
独
裁
者
か
ら
解
放
さ
れ
る
や
︑
断
然
他
を
圧
し
て
最
強

国
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
に
︑
圧
政
下
に
あ
っ
た
と
き
は
︑

独
裁
者
の
た
め
に
働
く
の
だ
と
い
う
の
で
︑
故
意
に
卑
怯
な
振
舞
い
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
︑
自
由
に
な
っ
て
か
ら
は
︑
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
た
め
に
働
く

意
欲
を
燃
や
し
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
﹂

︶
31
︵

︒

そ
し
て
︑
ペ
ル
シ
ア
戦
争
は
︑
専
制
帝
国
ペ
ル
シ
ア
か
ら
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
を
守

る
戦
い
と
し
て
一
貫
し
て
描
か
れ
る
︒
例
え
ば
ミ
ル
テ
ィ
ア
デ
ス
は
軍
事
長
官
カ
リ

マ
コ
ス
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
︒﹁
カ
リ
マ
コ
ス
よ
︑
今
や
ア
テ
ナ
イ
を
隷

0

0

0

0

0

0

属
の
地
位
に
お
と
し
め
る
か
︑
あ
る
い
は
そ
の
自
由
を
確
保
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑
ハ
ル
モ
デ
ィ
オ
ス
︑

ア
リ
ス
ト
ゲ
イ
ト
ン
の
両
名
す
ら
残
し
得
な
か
っ
た
よ
う
な
金
字
塔
を
う
ち
樹
て
て

こ
れ
を
万
世
に
伝
え
る
か
︑
一
に
か
か
っ
て
そ
な
た
に
あ
る
︒
今
や
ア
テ
ナ
イ
は
建

国
以
来
最
大
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
﹂

︶
32
︵

︒
又
ギ
リ
シ
ア
か
ら
の
使
節
一
行
は
シ
ュ
ラ

ク
サ
イ
に
着
く
と
︑
ゲ
ロ
ン
に
謁
見
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
︒﹁
わ
れ
わ

れ
は
ス
パ
ル
タ
︑
ア
テ
ナ
イ
お
よ
び
こ
れ
と
結
ん
だ
諸
国
か
ら
派
遣
さ
れ
︑
ペ
ル
シ

ア
王
に
当
る
た
め
︑
あ
な
た
の
御
協
力
を
得
る
た
め
に
参
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
︒

ペ
ル
シ
ア
王
の
ギ
リ
シ
ア
進
攻
に
つ
い
て
は
︑
必
ず
や
す
で
に
御
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
︑
す
な
わ
ち
ペ
ル
シ
ア
人
め
は
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
に
架
橋
し
︑
ア
ジ
ア
よ

り
東
方
の
全
軍
勢
を
率
い
て
ギ
リ
シ
ア
に
兵
を
進
め
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
︒・
・
・
さ
れ
ば
願
わ
く
は
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
を
守
る
者
た
ち
に
援
助
の
手
を
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

べ
ら
れ
︑
と
も
に
自
由
の
た
め
に
戦
っ
て
い
た
だ
き
た
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︒
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
全

土
が
一
丸
と
な
っ
て
結
束
す
れ
ば
強
大
な
勢
力
と
な
り
︑
優
に
侵
入
者
と
拮
抗
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
﹂

︶
33
︵

︒
プ
ラ
タ
イ
ア
の
戦
い
で
も
︑
ス
パ
ル
タ
の
パ
ウ
サ
ニ
ア

ス
は
敵
が
迫
る
と
ア
テ
ナ
イ
軍
に
使
者
を
送
り
︑
次
の
よ
う
に
伝
え
さ
せ
た
︒﹁
ア

テ
ナ
イ
諸
君
︑
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
が
守
ら
れ
る
か
敵
に
屈
服
す
る
か
の
乾
坤
一
擲
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

戦
い
を
目
前
に
控
え
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑
わ
れ
ら
ス
パ
ル
タ
軍
と
貴
方
ア
テ
ナ
イ
軍
と
は
︑
同
盟
軍

の
裏
切
り
に
あ
い
︑
彼
ら
は
昨
夜
の
内
に
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
︒
さ
れ
ば
こ
れ
か
ら

わ
れ
わ
れ
の
す
べ
き
こ
と
は
す
で
に
決
定
し
た
と
お
り
︑
互
い
に
助
け
合
っ
て
力
の

限
り
戦
う
あ
る
の
み
で
あ
る
︒・
・
・
﹂

︶
34
︵

ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
ア
テ
ネ
が
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
を
守
る
先
頭
に
立
っ
た
と
し
て
賞
賛

を
惜
し
ま
な
い
︒﹁
か
く
て
ア
テ
ナ
イ
が
ギ
リ
シ
ア
の
救
世
主
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
︑
そ
れ
は
真
実
の
的
を
は
ず
れ
た
も
の
と
は
い
え
ぬ
で
あ
ろ
う
︒
事
実
ア
テ
ナ
イ
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が
い
ず
れ
の
側
に
与
す
る
か
に
よ
っ
て
︑
運
命
の
秤
が
い
ず
れ
に
傾
く
か
が
決
せ
ら

れ
る
情
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
の
自
由
を
保
全
す
る
道
を
選
び

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑

ペ
ル
シ
ア
に
服
せ
ず
に
残
っ
た
あ
ら
ゆ
る
ギ
リ
シ
ア
人
を
覚
醒
さ
せ
︑
神
々
の
驥
尾

に
附
し
て
ペ
ル
シ
ア
王
を
撃
退
し
た
も
の
こ
そ
こ
の
ア
テ
ナ
イ
人
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
︒
デ
ル
ポ
イ
か
ら
伝
え
ら
れ
︑
ア
テ
ナ
イ
人
を
恐
怖
に
陥
れ
た
恐
る
べ
き
神

託
も
︑
ア
テ
ナ
イ
人
に
ギ
リ
シ
ア
の
放
棄
を
う
な
が
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

り
︑彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
踏
み
留
ま
り
︑自
国
領
に
迫
る
敵
を
敢
然
と
し
て
迎
え
撃
っ

た
の
で
あ
っ
た
﹂

︶
35
︵

︒

ア
テ
ネ
の
こ
の
様
な
高
貴
さ
は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
火
を
放
っ
た
ペ
ル
シ
ア
の
﹁
蛮

行
﹂
と
対
比
的
に
描
か
れ
る
︒﹁
こ
れ
ら
の
ペ
ル
シ
ア
兵
が
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
登
っ

て
き
た
の
を
見
た
ア
テ
ナ
イ
人
は
︑
あ
る
も
の
は
城
壁
か
ら
身
を
投
げ
て
死
に
︑
あ

る
も
の
は
神
殿
内
に
逃
避
し
た
︒
登
攀
し
て
き
た
ペ
ル
シ
ア
兵
は
ま
ず
城
門
に
向
い

門
を
開
い
た
後
︑
神
の
守
護
に
す
が
っ
た
も
の
た
ち
を
殺
し
た
︒
ア
テ
ナ
イ
人
を
こ

と
ご
と
く
斃
し
た
後
︑
ペ
ル
シ
ア
兵
は
神
殿
を
掠
奪
し
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
全
面
に
火

を
放
っ
た
の
で
あ
る
﹂

︶
36
︵

︒
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
鮮
烈
に
描
く
ペ
ル
シ
ア
の
行
為
を
︑
ギ
リ

シ
ア
独
立
戦
争
時
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
側
（
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
パ
シ
ャ
）
が
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
を
破
壊
し
た﹁
蛮
行
﹂と
重
ね
合
わ
せ
た
十
九
世
紀
の
読
者
は
少
な
く
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

更
に
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
︑
ア
テ
ネ
ひ
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
同
胞
の
血
の
つ
な
が
り
に
よ

る
連
帯
心
や
愛
国
心
を
︑
皇
帝
に
隷
属
的
で
自
律
的
な
愛
国
心
を
持
た
な
い
ペ
ル
シ

ア
人
の
心
性
と
暗
に
対
比
さ
せ
つ
つ
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
出
し
て
い
る
︒
ア
ミ
ュ

ン
タ
ス
の
子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
）
は
︑
ペ
ル
シ
ア
の
マ
ル
ド
ニ

オ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ア
テ
ネ
へ
着
き
︑
ア
テ
ネ
に
ペ
ル
シ
ア
と
和
解
す
る
よ
う
説

得
し
た
が
︑
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ア
テ
ネ
に
到
来
し
た
こ
と
を
知
っ
た
ス
パ
ル
タ

人
は
︑
ア
テ
ネ
と
ペ
ル
シ
ア
王
の
和
議
を
極
度
に
恐
れ
て
即
刻
ア
テ
ネ
へ
使
節
を

送
っ
た

︶
37
︵

︒
ア
テ
ネ
人
は
マ
ル
ド
ニ
オ
ス
側
に
は
和
議
を
断
り
︑
ス
パ
ル
タ
の
使
節
団

に
は
次
の
様
に
答
え
た
と
い
う
︒﹁
・
・
・
わ
れ
わ
れ
の
心
を
動
か
し
て
ペ
ル
シ
ア

に
加
担
し
ギ
リ
シ
ア
の
奴
隷
化
を
望
む
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
は
で
き
ぬ
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
お
ら
れ
る
そ
な
た
ら
が
︑
そ
の
よ
う
な
危
惧
を
抱
か
れ
る
の
は
恥
ず
べ
き

こ
と
と
思
わ
れ
る
︒
そ
も
そ
も
︑
よ
し
わ
れ
わ
れ
が
望
む
と
し
て
も
︑
そ
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
の
を
許
さ
ぬ
重
大
な
理
由
が
い
く
つ
も
あ
る
︒
第
一
の
︑
し
か
も
最
も

重
大
な
理
由
と
は
︑神
々
の
神
体
や
社
殿
が
焼
き
払
わ
れ
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
︑

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
対
し
て
何
と
し
て
も
敵
に
最
大
の
報
復
を
加
え
ね
ば
な
ら
ず
︑

こ
の
よ
う
な
非
道
を
働
い
た
も
の
と
和
を
結
ぶ
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
︒
第
二
に
は

わ
れ
わ
れ
が
等
し
く
み
な
ギ
リ
シ
ア
人
同
胞
で
あ
り
︑
血
の
つ
な
が
り
を
も
ち
言
語

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
同
じ
く
し
︑
神
々
を
祀
る
場
所
も
祭
式
も
共
通
で
あ
る
し
︑
生
活
様
式
も
同
じ
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
る
0

0

こ
と
で
︑
ア
テ
ナ
イ
人
が
こ
の
同
胞
を
敵
に
売
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
︒
そ
こ
で
も
し
こ
れ
ま
で
御
存
じ
な
く
ば
今
こ
そ
よ
く
承
知
願
い

た
い
︑
ア
テ
ナ
イ
人
の
一
人
た
り
と
も
生
き
残
っ
て
い
る
限
り
は
︑
わ
れ
わ
れ
は
断

じ
て
ク
セ
ル
ク
セ
ス
と
和
を
講
ず
る
こ
と
は
な
い
︑
と
﹂

︶
38
︵

︒

ア
テ
ネ
の
表
明
し
た
こ
の
同
胞
愛
︑
生
き
て
い
る
限
り
隷
属
で
は
な
く
自
由
を
選

ぶ
と
い
う
高
潔
な
宣
言
が
︑
例
え
ば
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
学
生
に
と
っ
て
︑
自
由
と
愛
国

心
が
分
か
ち
難
く
結
び
付
い
た
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
と
重
ね
合
わ
せ
得
る
印
象
的
な

場
面
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
︒
後
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
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ト
が
二
つ
の
世
界
大
戦
を
前
に
そ
れ
ぞ
れ
大
統
領
と
し
て
宣
言
し
た
﹁
自
由
を
守
る

戦
い
﹂

︶
39
︵

の
精
神
的
な
原
型
は
︑直
接
的
に
は
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
あ
っ
た
と
共
に
︑

更
に
そ
の
精
神
の
根
源
を
た
ど
れ
ば
︑
十
九
世
紀
の
英
米
の
人
文
的
な
教
養
の
中
で

広
く
読
ま
れ
た
ギ
リ
シ
ア
古
典

︱
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄

︱
に
由
来
す
る
も

の
で
も
あ
っ
た
︑
と
言
っ
て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
二
分
法

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
た
る
ギ
リ
シ
ア
と
ア
ジ
ア
た
る
ペ
ル
シ
ア
の
戦
い
が
前
者
の
勝
利
に

終
わ
る
展
開
が
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
が
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
ア
ジ
ア
の
こ
の
二
分
法
は
随
所
に
示
さ
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
﹁
ペ
ル
シ
ア
人
の
言

い
分
で
は
︑
ア
ジ
ア
側
は
掠
奪
さ
れ
た
女
の
こ
と
な
ど
は
問
題
に
も
し
な
か
っ
た
の

に
︑
ギ
リ
シ
ア
人
の
方
は
ス
パ
ル
タ
女
の
為
に
大
軍
を
集
め
︑
ア
ジ
ア
に
侵
攻
し
て

プ
リ
ア
モ
ス
の
国
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
︒
爾
来
ギ
リ
シ
ア
を
自
分
ら
の
敵
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
だ
︑
と
︒
そ
れ
と
い
う
の
も
︑
ペ
ル
シ
ア
人
は
ア
ジ
ア
と
ア
ジ
ア

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
住
む
非
ギ
リ
シ
ア
諸
民
族
を
自
分
に
所
属
す
る
も
の
と
見
做
し
て
お
り
︑
ヨ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ロ
ッ
パ
と
ギ
リ
シ
ア
と
は
︑
そ
れ
と
は
別
個
の
も
の
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹂
︶
40
︵

︒

但
し
ヘ
ロ
ド
ト
ス
自
身
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
い
う
名
称
の
由
来
や
区
分
の

根
拠
に
つ
い
て
は
複
数
箇
所
で
疑
問
を
呈
し
て
お
り

︶
41
︵

︑
例
え
ば
次
の
様
に
述
べ
て
い

る
︒

・
・
・
リ
ビ
ア
は
そ
の
地
方
の
土
着
の
女
リ
ビ
ア
（
リ
ビ
ュ
ア
）
に
ち
な
ん
だ
名
で
あ

る
と
多
く
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
い
っ
て
お
り
︑
ア
ジ
ア
は
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
妻
の
名
に
基

い
た
も
の
と
い
う
︒
し
か
し
リ
ュ
デ
ィ
ア
人
は
そ
の
名
は
自
国
の
も
の
で
あ
る
と
い
い
︑

ア
ジ
ア
の
名
称
は
マ
ネ
ス
の
子
コ
テ
ュ
ス
の
子
ア
シ
ア
ス
に
ち
な
ん
だ
命
名
で
︑
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
の
妻
の
ア
シ
ア
の
名
に
由
っ
た
も
の
で
は
な
い
︑
サ
ル
デ
ィ
ス
に
住
む
氏
族
︑

ア
シ
ア
ス
の
名
も
同
じ
起
原
で
あ
る
と
称
し
て
い
る
︒﹇
改
行
﹈ 

ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
エ

ウ
ロ
ペ
）
が
・
・
・
そ
の
名
称
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
︑
そ
の
命
名
者
が
た
れ
で
あ
る

か
も
明
ら
か
で
な
い
︒
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
僅
か
に
こ
の
地
方
が
そ
の
名
を
テ
ュ
ロ
ス

の
女
エ
ウ
ロ
ペ
か
ら
得
た
こ
と
を
い
い
得
る
の
み
で
あ
る
︒
さ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
他

の
二
大
陸
と
同
様
︑
以
前
は
無
名
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
と
も
か
く
エ
ウ
ロ
ペ
な
る

女
が
ア
ジ
ア
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
︑
こ
の
女
が
今
日
ギ
リ
シ
ア
人
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
称
し
て
い
る
土
地
へ
き
た
こ
と
は
な
く
︑
せ
い
ぜ
い
フ
ェ
ニ
キ
ア
か
ら
ク
レ

タ
︑
ク
レ
タ
か
ら
リ
ュ
キ
ア
ま
で
し
か
い
っ
て
い
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
る
︶
42
︵

︒

こ
の
様
に
名
称
の
起
源
は
分
か
ら
な
い
と
し
つ
つ
も
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
こ
の
区
分

を
﹁
ギ
リ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
ペ
ル
シ
ア
は
ア
ジ
ア
﹂
と
い
う
様
に
大
雑
把
に
適

用
し
︑
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
戦
争
と
い
う
大
構
図
で
単
純
化

し
て
描
く
事
に
成
功
し
て
い
る
︒﹁
さ
て
私
の
叙
述
は
こ
れ
か
ら
は
︑・
・
・
ま
た
ペ0

ル
シ
ア
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
ジ
ア
の
指
導
権
を
握
っ
た
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
語
ら
ね
ば
な
ら
な

い
﹂︒﹁
キ
ュ
ロ
ス
の
夢
に
ヒ
ュ
ス
タ
ス
ペ
ス
の
長
男
が
両
肩
に
羽
根
を
つ
け
て
現
わ

れ
︑一
方
の
羽
根
で
ア
ジ
ア
を
︑他
方
の
羽
根
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

蔽
っ
た
の
で
あ
る
﹂︒

﹁
わ
れ
わ
れ
が
・
・
・
自
国
と
全
ギ
リ
シ
ア
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
︑
ま
こ
と

に
思
い
が
け
ぬ
僥
倖
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
︑
逃
げ
る
敵
を
追
う
の
は
や
め
よ
う

で
は
な
い
か
︒
そ
れ
と
い
う
の
も
今
度
の
こ
と
は
決
し
て
わ
れ
わ
れ
の
手
柄
で
は
な
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い
︒
神
々
や
半
神
が
た
が
︑
ひ
と
り
の
人
間

︱
そ
れ
も
神
を
恐
れ
ぬ
極
悪
非
道
な

人
間
が
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
に
君
臨
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
快
し
と
さ
れ
ず
に
な
さ
れ
た

こ
と
な
の
だ
﹂

︶
43
︵

︒

総
括
す
る
と
︑
以
上
見
て
き
た
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
描
き
方
︑
す
な
わ
ち
民
主
制
は
他

の
国
制
に
比
べ
て
優
れ
た
特
質
を
持
つ
こ
と
︑
そ
の
民
主
制
は
専
制
帝
国
で
あ
る
ペ

ル
シ
ア
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
ギ
リ
シ
ア
特
に
ア
テ
ネ
が
採
用
し
て
最
強
の
国

を
作
る
事
が
で
き
た
こ
と
︑
ペ
ル
シ
ア
戦
争
は
ギ
リ
シ
ア
の
体
現
す
る
自
由
・
平
等
・

民
主
制
を
ペ
ル
シ
ア
か
ら
守
る
戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
は
区

別
さ
れ
る
の
で
あ
り
自
由
・
平
等
・
民
主
制
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
専
制
の
ア
ジ
ア
を
打

ち
破
っ
た
戦
争
が
ペ
ル
シ
ア
戦
争
な
の
だ
と
い
う
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
歴
史
観
が
︑
ウ
ィ

ル
ソ
ン
ら
学
生
に
与
え
た
影
響
は
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
︒
ヘ
ロ

ド
ト
ス
の
こ
の
様
な
白
黒
を
明
確
に
し
た
叙
述
の
特
徴
は
ス
ミ
ス
の﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄

で
も
強
調
さ
れ
て
い
た
た
め
︑
学
生
に
と
っ
て
は
こ
の
概
説
書
か
ら
与
え
ら
れ
た
印

象
も
相
俟
っ
て
︑
原
書
の
筋
書
き
や
趣
旨
が
一
層
明
確
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
事
も
想

像
さ
れ
る
︒
そ
れ
で
は
次
に
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た

概
説
書
︑﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
の
内
容
を
概
観
す
る
事
と
す
る
︒

（
二
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
ギ
リ
シ
ア
史
』

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
大
学
で
の
復
誦
に
も
使
わ
れ
た
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
を
興
味
深
く
読

ん
だ
事
を
日
記
に
記
し
て
い
る
︒
一
八
七
六
年
九
月
二
十
一
日
に
は
﹁
夕
方
︑
ス
ミ

ス
の
ギ
リ
シ
ア
史
を
勉
強
し
た
︒
こ
の
国
の
地
理
に
お
け
る
変
化
と
神
話
的
時
代
の

箇
所
で
あ
る
︒
全
て
の
歴
史
﹇
叙
述
﹈
が
私
に
と
っ
て
そ
う
で
あ
る
様
に
︑
そ
れ
を

大
変
興
味
深
い
と
感
じ
て
い
る
﹂
と
書
き
︑
十
月
十
二
日
に
は
﹁
夕
方
は
ス
ミ
ス
の

ギ
リ
シ
ア
史
と
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
の
生
涯
を
読
む
の
に
費
や
し

た
︒
私
は
ス
ミ
ス
博
士
の
ス
タ
イ
ル
が
大
好
き
で
︑
彼
の
歴
史
は
そ
の
長
さ
に
し
て

は
極
め
て
卓
越
し
た
も
の
だ
と
思
う
﹂
と
書
い
て
い
る

︶
44
︵

︒

①
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
主
義
と
愛
国
主
義
（
ス
ミ
ス
執
筆
部
分
）

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
一
年
次
頃
︑
関
心
の
あ
る
用
語
を
様
々
な
文
献

を
も
と
に
説
明
し
たindex rerum

と
い
う
辞
典
を
作
成
し
て
い
る
が
︑
そ
の
中
に

﹁
民
主
主
義
﹂
と
い
う
項
目
が
あ
り
︑
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
か
ら
の
次
の
引

用
文
を
含
ん
で
い
る
︒﹁
植
民
地
が
民
主
主
義
の
発
展
に
有
利
だ
と
い
う
事
は
し
ば

し
ば
観
察
さ
れ
て
き
た
︒
古
代
の
習
慣
と
慣
習
は
本
土
と
同
様
に
は
植
民
地
で
は
保

全
さ
れ
得
な
い
︒
人
々
は
必
然
的
に
よ
り
大
き
な
平
等
の
上
に
お
か
れ
る
︒
な
ぜ
な

ら
彼
ら
は
同
じ
辛
苦
を
分
か
ち
合
い
︑
同
じ
困
難
を
克
服
し
︑
同
じ
危
険
に
直
面
せ

ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
︒
故
に
︑
一
人
の
人
物
や
あ
る
階
級
が
特
有
の
特
権
を
維
持

し
た
り
︑
他
の
植
民
者
に
恒
久
的
な
権
威
を
及
ぼ
す
事
は
難
し
い
︒
従
っ
て
︑
我
々

は
ギ
リ
シ
ア
植
民
地
の
大
半
に
於
て
本
国
に
お
け
る
よ
り
も
早
い
時
期
に
民
主
的
な

統
治
形
態
が
樹
立
さ
れ
︑
貴
族
制
は
短
期
間
で
す
ら
そ
の
地
盤
を
殆
ど
維
持
で
き
な

か
っ
た
事
を
見
出
す
の
で
あ
る
﹂

︶
45
︵

︒
ス
ミ
ス
の
文
章
を
こ
の
様
に
引
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
米
国
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
民
主

主
義
が
発
展
し
た
の
だ
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
を
読
ん
で
い
た
事
︑

つ
ま
り
彼
が
米
国
の
歴
史
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
し
て
い
た
事

が
推
測
さ
れ
る
︒

更
に
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
直
接
引
用
し
て
い
な
い
が
︑
ス
ミ
ス
執
筆
部
分
に
は
ウ
ィ
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ル
ソ
ン
が
西
欧
や
米
国
の
歴
史
と
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
読
ん
だ
と
想
像
さ
れ
る
箇
所

が
︑
先
に
ふ
れ
た
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
評
価
（
三
（
一
）
を
参
照
）
以

外
に
も
幾
つ
か
あ
る
︒

例
え
ば
︑﹁
ギ
リ
シ
ア
世
界
を
結
び
付
け
て
い
た
主
な
絆
は
血
と
言
語
の
共
同
体
︑

宗
教
儀
式
と
祝
祭
の
共
同
体
︑
行
動
様
式
と
性
格
の
共
同
体
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
ら
の

中
で
第
一
義
的
に
重
要
だ
っ
た
の
が
共
通
の
出
自
と
共
通
の
言
語
を
有
し
て
い
る
事

で
あ
っ
た
︒
ギ
リ
シ
ア
人
は
全
て
人
種
と
父
祖
を
同
じ
く
し
て
お
り
︑
彼
ら
は
皆
自

分
達
を
ヘ
レ
ネ
ー
の
子
孫
だ
と
考
え
て
い
た
︒
ま
た
彼
ら
は
皆
︑
ギ
リ
シ
ア
的
で
な

い
人
々
や
都
市
を
野
蛮
人
と
い
う
用
語
で
描
写
し
て
い
た
﹂

︶
46
︵

と
い
う
︑
近
代
西
欧
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
恰
も
説
明
す
る
様
な
く
だ
り
で
あ
る
︒
ま
た
︑
ギ
リ
シ
ア
の
愛

国
心
の
特
徴
に
つ
い
て
は
次
の
様
な
叙
述
が
あ
る
︒﹁
ギ
リ
シ
ア
人
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ

ズ
ム
は
彼
の
都
市
に
限
ら
れ
て
お
り
︑
ヘ
ラ
ス
の
共
通
の
福
利
へ
の
一
般
的
な
愛
に

火
が
つ
く
事
は
稀
で
あ
っ
た
︒・
・
・
彼
自
身
の
都
市
の
為
に
は
︑
愛
国
的
な
ギ
リ

シ
ア
人
は
自
ら
の
財
産
と
命
を
擲
つ
用
意
が
あ
っ
た
が
﹂︑
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
間
は

完
全
に
分
裂
し
て
い
た
の
で
国
の
共
通
の
利
益
の
為
に
そ
う
す
る
義
務
は
感
じ
て
い

な
か
っ
た
︒﹁
ギ
リ
シ
ア
人
が
共
通
の
危
険
と
い
う
状
況
下
で
団
結
す
る
の
を
難
し

く
さ
せ
て
い
た
の
が
︑
こ
の
専
ら
自
分
の
都
市
に
向
け
ら
れ
た
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム

で
あ
っ
た
︒
こ
の
政
治
的
分
裂
が
彼
ら
を
し
て
相
互
に
武
器
を
取
ら
し
め
︑
遂
に
は

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
諸
君
主
に
従
属
さ
せ
し
め
た
の
で
あ
る
﹂

︶
47
︵

︒
こ
の
箇
所
は
︑
ウ
ィ
ル

ソ
ン
ら
当
時
の
学
生
が
︑
南
北
戦
争
に
引
き
裂
か
れ
た
米
国
の
直
近
の
経
験
を
重
ね

合
わ
せ
て
読
ん
だ
事
を
想
像
さ
せ
る
︒

更
に
︑
ス
ミ
ス
が
特
筆
す
る
ア
テ
ネ
の
例
も
︑
民
主
主
義
の
確
立
と
愛
国
心
に
は

関
連
性
が
あ
る
（
自
由
と
民
主
主
義
を
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
守
る
と
い
う
精
神
が
生

ま
れ
る
）
と
い
う
事
を
考
え
る
材
料
を
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
当
時
の
学
生
に
与
え
た
か

も
知
れ
な
い
︒
恰
も
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
か
の
様
に
ス
ミ
ス

は
こ
う
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
︒﹁
ア
テ
ネ
は
今
や
そ
の
栄
光
に
満
ち
た
局
面
に
入
っ

た
の
だ
っ
た
︒
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
諸
制
度
は
ア
テ
ネ
の
市
民
に
︑
彼
ら
の
地
の
福

利
と
偉
大
さ
へ
の
個
人
的
利
害
（
関
わ
り
）
を
与
え
た
︒
熱
烈
な
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ

ム
の
精
神
が
急
速
に
彼
ら
の
間
に
涌
き
出
で
た
︒
そ
し
て
そ
の
殆
ど
直
後
に
は
ペ
ル

シ
ア
戦
争
の
歴
史
が
来
る
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
歴
史
は
︑
彼
ら
が
彼
ら
の
国
家
の
自

由
と
独
立
の
為
に
払
う
用
意
の
あ
っ
た
英
雄
的
な
犠
牲
の
顕
著
な
証
拠
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
﹂

︶
48
︵

︒

②�

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
の
ギ
リ
シ
ア
、
ギ
リ
シ

ア
独
立
戦
争
（
フ
ェ
ル
ト
ン
執
筆
部
分
）

後
半
の
フ
ェ
ル
ト
ン
執
筆
部
分
の
大
き
な
特
色
は
︑
直
近
の
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
独

立
戦
争
へ
の
今
日
的
な
問
題
関
心
か
ら
書
か
れ
て
い
る
事
で
あ
る
︒
ギ
リ
シ
ア
独
立

戦
争
に
つ
い
て
は
米
国
人
も
そ
の
大
義
に
共
鳴
し
て
支
援
し
た
事
が
序
文
に
言
及
さ

れ
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
方
の
福
利
は
ギ
リ
シ
ア
=
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
の
将
来
に

お
け
る
発
展
に
大
い
に
か
か
っ
て
い
る
と
の
期
待
を
こ
め
て
執
筆
さ
れ
た
事
も
示
唆

さ
れ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
フ
ェ
ル
ト
ン
は
圧
縮
し
た
形
で
で
は
あ
る
が
︑
民
主
主
義

を
創
始
し
︑
か
つ
中
世
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
圧
政
に
耐
え
近
代
に
独
立
を
勝
ち

取
っ
た
ギ
リ
シ
ア
民
族
へ
の
米
国
人
的
な
共
感
を
こ
め
て
︑
中
世
以
降
の
ギ
リ
シ
ア

史
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
︒
フ
ェ
ル
ト
ン
の
序
文
は
︑
ギ
リ
シ
ア
古
典
が
当
時
の
米
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国
人
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ

れ
る
︒﹁
ギ
リ
シ
ア
文
献
の
研
究
は
文
明
世
界
全
体
に
わ
た
っ
て
リ
ベ
ラ
ル
教
育
の

最
も
強
力
な
媒
体
の
一
つ
で
あ
る
︒
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
政
治
制
度
は
自
由
な
連
邦

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
市
民
に
と
っ
て
最
も
教
育
的
な
主
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
︒
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
を
合
衆
国

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

市
民
に
と
っ
て
特
別
に
重
要
に
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

特
別
な
︑
か
つ
顕
著
な
類
似
性
が
あ

る
︒・
・
・
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
︑
弁
論
家
︑
詩
人
に
息
づ
く
精
神
は
英
国
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合
衆
国
の
様
な
憲
法
的
統
治
の
下
で
こ
そ
最
も
そ
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
得
る
し
︑
ギ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

リ
シ
ア
の
近
代
史
を
特
徴
づ
け
て
き
た
自
由
を
求
め
る
闘
争
は
︑
合
衆
国
の
様
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
紛
糾
か
ら
離
れ
て
い
る
自
由
な
人
々
の
間
で
最
も
心
か
ら
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

共
感
に
出
会
う

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
︒・・・
独
立
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
が
ギ
リ
シ
ア
に
対
し
て
行
っ

た
援
助
は
感
謝
に
満
ち
た
人
々
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
﹂

︶
49
︵

︒

以
下
︑
フ
ェ
ル
ト
ン
が
米
国
と
の
類
似
性
へ
の
共
感
を
こ
め
て
描
き
出
し
た
ギ
リ

シ
ア
の
歴
史
像
の
概
略
を
︑
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国

治
下
の
ギ
リ
シ
ア
︑
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
の
三
点
に
分
け
て
見
る
事
と
し
た
い
︒

（
ⅰ
）
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落

西
ロ
ー
マ
帝
国
の
凋
落
後
︑
東
ロ
ー
マ
帝
国
は
ギ
リ
シ
ア
人
・
ギ
リ
シ
ア
文
化
を

基
盤
と
す
べ
く
変
貌
し
︑
西
欧
で
は
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
の
知
識
が
死
に
絶
え
た
が
︑

中
世
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
学
問
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
外
で
は
イ
タ
リ
ア
で
保
存
さ
れ

た
︑
と
フ
ェ
ル
ト
ン
は
説
明
す
る
︒︶

50
︵

特
に
十
五
世
紀
に
ギ
リ
シ
ア
人
帝
国
の
崩
壊
の

危
険
が
迫
る
と
︑イ
タ
リ
ア
諸
都
市
に
は
ギ
リ
シ
ア
人
と
多
く
の
写
本
が
流
入
し
た
︒

ギ
リ
シ
ア
人
学
者
ら
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
と
︑﹁
彼
ら
の
民
族
が

ト
ル
コ
人
の
専
制
に
従
属
す
る
の
を
﹂
目
の
あ
た
り
に
し
て
西
方
へ
逃
れ
た
の
で
あ

る
︶
51
︵

︒そ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
を
︑
フ
ェ
ル
ト
ン
は
征
服
者
メ
フ
メ
ト

二
世
の
人
間
像
と
共
に
鮮
や
か
に
描
い
て
い
る
︒﹁
一
四
五
三
年
に
メ
フ
メ
ト
二
世

が
虐
殺
さ
れ
た
皇
帝
の
屍
を
乗
り
越
え
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
町
に
入
城

し
︑聖
ソ
フ
ィ
ア
の
ド
ー
ム
に
三
日
月
を
取
り
付
け
た
﹂そ
の
時
に
至
る
ま
で
︑﹁
千
百

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
は
東
方
の
偉
大
な
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
都
で
あ
っ
た
﹂
た
め
︑
そ
の
陥
落
は
﹁
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
民
に
遍
く

衝
撃
を
走
ら
せ
た
﹂

︶
52
︵

︒

メ
フ
メ
ト
二
世
は
ト
ル
コ
人
に
し
て
は
上
出
来
だ
が
残
忍

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
と
フ
ェ
ル
ト

ン
は
描
く
︒﹁
メ
フ
メ
ト
二
世
は
一
四
三
〇
年
に
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
に
生
ま
れ
︑

一
四
五
一
年
に
ム
ラ
ト
二
世
を
引
き
継
い
だ
︒
彼
は
彼
の
人
種
と
年
齢
に
し
て
は
尋

常
で
な
い
能
力
と
教
養
を
持
っ
た
男
で
あ
っ
た
︒
彼
は
五
つ
の
言
語
を
解
し
た
︒
ギ

リ
シ
ア
人
歴
史
家
フ
ラ
ン
ツ
ェ
ス
は
彼
を
ム
ラ
ト
の
宮
廷
で
見
た
事
が
あ
っ
た
が
︑

彼
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
能
力
が
あ
り
︑
学
問
の
あ
る
人
々
の
集
ま
り
を
愛
好
し
︑

彼
自
身
学
問
に
無
知
で
は
な
く
占
星
術
に
耽
溺
し
て
い
た
と
描
写
し
て
い
る
︒
し
か

し
彼
は
極
度
に
残
忍
で
あ
り
︑
無
慈
悲
で
放
縦
で
あ
っ
た
︒
人
間
的
な
も
の
で
あ
れ

神
の
も
の
で
あ
れ
い
か
な
る
考
慮
も
︑
彼
と
︑
彼
の
欲
望
の
充
足
と
の
間
に
立
ち
は

だ
か
る
事
は
な
か
っ
た
︒・
・
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
征
服
は
︑
彼
の
統

治
の
開
始
時
に
︑
彼
の
思
考
が
そ
の
上
に
固
定
さ
れ
た
最
初
の
目
標
で
あ
っ
た
﹂︒

一
四
五
三
年
︑﹁
圧
倒
的
な
ト
ル
コ
軍
の
優
越
性
と
若
き
ス
ル
タ
ン
の
火
の
様
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
故
に
︑
抵
抗
が
成
功
す
る
希
望
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
﹂︒
メ
フ

メ
ト
二
世
は
皇
帝
に
降
伏
を
呼
び
か
け
た
が
︑
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
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後
は
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ぬ
事
を
静
か
に
決
意
し
て
い
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ス
は
怒
り
に
満
ち
て
侮
辱
的
な
申
し
出
を
拒
否
す
る
︒
五
月
二
十
九
日
︑
皇
帝
は

暁
の
光
の
中
で
皇
帝
と
認
識
さ
れ
ず
に
ト
ル
コ
人
に
殺
さ
れ
︑
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
に

人
々
は
避
難
し
た
︒﹁
征
服
者
ら
が
手
に
刀
を
持
っ
て
後
に
続
き
︑
街
路
で
出
く
わ

す
人
々
を
虐
殺
し
た
︒
彼
ら
は
教
会
の
扉
を
斧
で
打
ち
壊
し
て
な
だ
れ
込
み
︑・
・
・

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
残
虐
行
為
を
犯
し
た
﹂︒
フ
ェ
ル
ト
ン
は
凄
惨
な
光
景
の
目
撃
証

言
を
も
巧
み
に
織
り
込
む
︒﹁
誰
が
そ
の
災
い
を
描
写
で
き
よ
う
か
︒子
供
達
の
嘆
き
︑

母
と
父
ら
の
涙
と
叫
喚
を
誰
が
描
写
し
得
よ
う
か
︒
男
た
ち
は
頭
髪
を
摑
ん
で
引
き

ず
り
去
ら
れ
︑
召
使
い
は
女
主
人
と
︑
主
人
は
奴
隷
と
共
に
縛
ら
れ
︑
太
陽
も
決
し

て
見
た
事
が
な
い
様
な
処
女
が
引
き
ず
り
去
ら
れ
て
抵
抗
す
れ
ば
殴
ら
れ
て
い
る
﹂︒

犠
牲
者
は
兵
士
の
間
で
奴
隷
と
し
て
分
け
ら
れ
︑
掠
奪
が
横
行
し
た
︒
別
の
目
撃
者

に
よ
る
と
︑﹁
す
ぐ
に
屈
し
た
人
々
は
奴
隷
と
さ
れ
︑抵
抗
し
た
人
々
は
虐
殺
さ
れ
た
︒

幾
つ
か
の
場
所
で
は
地
面
は
死
者
で
覆
わ
れ
た
︒
奇
妙
な
光
景
が
そ
こ
に
あ
っ
た

︱
大
声
の
悲
嘆
と
︑
貴
婦
人
た
ち
を
捕
ま
え
る
計
り
知
れ
な
い
暴
力
︒
ト
ル
コ
人

に
よ
っ
て
教
会
か
ら
髪
を
摑
ん
で
情
け
容
赦
な
く
引
き
ず
り
出
さ
れ
る
処
女
や
︑
神

に
捧
げ
ら
れ
た
修
道
女
た
ち
︒
子
供
達
の
悲
鳴
︒

︱
見
聞
さ
れ
た
こ
の
恐
怖
を
誰

が
描
写
し
得
よ
う
か
﹂︒
ス
ル
タ
ン
は
教
会
に
入
り
︑
聖
ソ
フ
ィ
ア
は
モ
ス
ク
に
な

る
と
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
宣
言
し
︑
皇
帝
の
遺
体
を
探
し
出
し
て
首
を
さ
ら
し
︑
ギ

リ
シ
ア
人
に
見
せ
る
為
に
後
で
送
る
よ
う
命
じ
た
︒
三
日
間
掠
奪
は
続
き
︑
そ
の
間

に
四
万
人
が
死
亡
し
五
万
人
が
奴
隷
と
さ
れ
た
︒強
制
的
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
者
も
︑

命
令
に
従
わ
ず
家
族
ご
と
処
刑
さ
れ
た
貴
顕
も
い
た
と
い
う

︶
53
︵

︒

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
後
の
征
服
活
動
の
過
程
で
起
き
た
更
な
る
悲
劇

に
も
フ
ェ
ル
ト
ン
は
ふ
れ
て
い
る
︒一
四
六
一
年
の
ト
レ
ビ
ゾ
ン
ド
の
征
服
時
に
は
︑

コ
ム
ネ
ノ
ス
家
の
最
後
の
皇
帝
ダ
ヴ
ィ
ド
は
町
を
明
け
渡
し
︑
家
族
や
財
宝
と
共
に

自
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
所
有
地
に
退
去
し
た
︒
廃
位
さ
れ
た
皇
帝
は
暫
く
は
平
和
裡

に
住
む
事
を
許
さ
れ
た
が
︑
一
四
七
〇
年
頃
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
連
行
さ

れ
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
す
る
か
︑
さ
も
な
け
れ
ば
死
刑
に
処
す
と
迫
ら
れ
た
が
そ

の
条
件
を
頑
な
に
拒
否
し
た
︒
皇
帝
と
七
人
の
息
子
と
甥
の
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
は
処
刑

さ
れ
︑
屍
は
埋
葬
さ
れ
ず
に
壁
の
向
こ
う
側
へ
投
げ
捨
て
ら
れ
た
︒
そ
の
遺
体
を
ひ

そ
か
に
埋
葬
し
た
皇
妃
ヘ
レ
ネ
は
︑
短
い
余
生
を
嘆
き
と
祈
り
の
う
ち
に
終
え
た
の

で
あ
っ
た
︒︶

54
︵

フ
ェ
ル
ト
ン
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
部
分
を
︑
十
五
世
紀
の
著
述

家
ラ
オ
ニ
コ
ス
・
カ
ル
コ
コ
ン
デ
ィ
ラ
ス
に
つ
い
て
の
以
下
の
様
な
簡
潔
な
説
明
で

閉
じ
て
い
る
︒

︱
ア
テ
ネ
生
ま
れ
で
一
四
四
六
年
に
ム
ラ
ト
二
世
へ
の
大
使
と
し

て
起
用
さ
れ
︑
恐
ら
く
は
十
五
世
紀
末
頃
ま
で
生
き
て
ト
ル
コ
人
に
よ
る
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
︑
ギ
リ
シ
ア
の
征
服
︑
ト
レ
ビ
ゾ
ン
ド
の
制
圧
を
目
撃
し

た
カ
ル
コ
コ
ン
デ
ィ
ラ
ス
は
︑
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
残
っ
た
か
︑
こ
の
都

市
に
秩
序
が
回
復
さ
れ
た
後
に
戻
っ
た
か
し
︑
古
代
の
学
風
を
維
持
す
る
文
人
の
小

さ
な
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
を
形
成
し
た
ら
し
い
︒
彼
は
ト
ル
コ
人
の
起
源
か
ら
メ
フ
メ

ト
二
世
の
征
服
ま
で
の
ト
ル
コ
人
の
歴
史
に
つ
い
て
の
十
巻
本
を
書
い
た
が
︑
同
書

は
ギ
リ
シ
ア
人
帝
国
の
衰
亡
史
の
最
良
の
史
料
の
一
つ
で
あ
る
︒﹁
歴
史
的
な
観
点

で
は
︑
こ
の
非
常
に
興
味
深
い
著
作
の
最
も
傑
出
し
た
部
分
は
第
八
巻
に
お
け
る
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
制
圧
と
掠
奪
の
︑
細
部
に
わ
た
る
絵
画
の
如
く
鮮
や
か

な
描
写
で
あ
る
︒
そ
れ
は
ギ
ボ
ン
が
か
の
大
き
な
出
来
事
に
与
え
て
い
る
荘
重
な
構
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図
よ
り
も
心
を
揺
さ
ぶ
る
︒
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
︑
か
く
も
す
さ
ま
じ
い
悲
劇
が
同
時

代
人
の
心
の
中
に
残
し
た
に
違
い
な
い
リ
ア
リ
テ
ィ
の
感
覚
で
も
っ
て
書
か
れ
て
い

る
か
ら
﹂
で
あ
り
︑
カ
ル
コ
コ
ン
デ
ィ
ラ
ス
が
﹁﹃
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
ギ
リ
シ
ア

人
に
降
り
か
か
っ
た
出
来
事
は
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た

︱
そ
し
て
私
に
は
こ
の
厄

災
は
︑
世
界
で
今
ま
で
に
起
き
た
事
の
あ
る
全
て
の
事
を
悲
痛
さ
の
面
で
凌
駕
す
る

様
に
思
わ
れ
る
﹄
と
結
論
で
述
べ
る
時
︑
彼
は
読
者
を
共
感
さ
せ
︑
我
々
は
一
民
族

の
悲
劇
的
な
没
落
が
常
に
引
き
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
憐
み
と
恐
怖
の
感
情
を

こ
め
て
こ
の
本
を
閉
じ
る
の
で
あ
る

︶
55
︵

﹂︒

（
ⅱ
）
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
の
ギ
リ
シ
ア

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
後
イ
タ
リ
ア
に
流
入
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
難
民

が
増
え
た
一
方
︑
メ
フ
メ
ト
二
世
は
ギ
リ
シ
ア
征
服
を
進
め
た
︑
と
フ
ェ
ル
ト
ン
は

叙
述
を
続
け
る
︒
時
々
ギ
リ
シ
ア
人
は
闘
争
に
於
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
味
方
し
︑﹁
キ

リ
ス
ト
教
徒
が
征
服
さ
れ
る
と
彼
ら
は
ト
ル
コ
人
の
手
に
よ
る
最
も
野
蛮
な
扱
い
に

苦
し
ん
だ
﹂︒
ロ
ー
ド
ス
島
は
一
五
二
二
年
に
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
に
よ
っ
て
︑
キ
プ

ロ
ス
島
は
一
五
七
〇
年
に
セ
リ
ム
二
世
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
︒
レ
パ
ン
ト
の
海
戦

に
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
勝
っ
た
が
︑﹁
キ
リ
ス
ト
教
徒
列
強
が
こ
の
大
勝
利
に
乗
じ
て

更
に
突
き
進
ん
で
い
れ
ば
︑
恐
ら
く
ト
ル
コ
人
を
ア
ジ
ア
へ
押
し
戻
し
た
か
も
知
れ

な
い
︒
し
か
し
彼
ら
は
自
分
達
の
有
利
な
点
を
追
求
す
る
事
を
怠
っ
た
の
で
︑
翌
年

ス
ル
タ
ン
・
セ
リ
ム
は
二
百
二
十
の
帆
船
で
再
び
海
に
繰
り
出
す
事
が
で
き
た
の
だ
﹂

と
い
う
の
が
フ
ェ
ル
ト
ン
の
評
価
で
あ
っ
た
︒

﹁
ギ
リ
シ
ア
は
今
や
そ
れ
以
上
の
戦
い
も
な
く
ト
ル
コ
帝
国
に
編
入
さ
れ
︑
ト
ル

コ
人
知
事
ら
の
恣
に
さ
れ
た
︒
一
六
七
〇
年
︑
ト
ル
コ
人
は
二
〇
年
近
く
続
い
た
戦

争
の
末
に
︑ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
か
ら
重
要
な
ク
レ
タ
島
を
奪
っ
て
征
服
し
た
﹂︒
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
メ
ロ
シ
ー
ニ
が
一
六
八
七
年
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
援
助
を
得
て
一
時
ア
テ

ネ
を
占
領
し
ト
ル
コ
人
を
追
い
出
し
た
︒
ト
ル
コ
人
は
パ
ル
テ
ノ
ン
の
中
に
弾
薬
を

貯
蔵
し
て
い
た
の
で
︑爆
弾
が
︑そ
の
当
時
ま
で
は
保
存
状
態
が
よ
か
っ
た
こ
の
﹁
素

晴
ら
し
い
芸
術
作
品
﹂
の
中
央
部
分
を
崩
壊
さ
せ
︑
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
全
木
造
建
築

は
大
火
で
焼
失
し
︑
守
備
隊
は
降
伏
し
た
︒
ト
ル
コ
人
は
妻
子
と
共
に
出
立
す
る
準

備
の
為
に
五
日
の
猶
予
を
許
さ
れ
︑
三
千
人
が
去
っ
た
︒
し
か
し
三
百
人
の
ト
ル
コ

人
ム
ス
リ
ム
が
退
去
よ
り
改
宗
を
選
び
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
と
い
う
話
も
あ

る
︑
と
フ
ェ
ル
ト
ン
は
記
す
︒

そ
の
後
ト
ル
コ
人
は
失
地
回
復
の
為
の
大
攻
勢
を
か
け
る
︒﹁
一
七
一
五
年
︑
ア

フ
メ
ト
三
世
の
大
宰
相
は
十
万
の
軍
と
共
に
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
に
な
だ
れ
込
ん
だ
︒・・・

ト
ル
コ
人
は
コ
リ
ン
ト
ス
に
進
軍
し
︑
降
伏
し
た
守
備
隊
の
半
分
を
そ
の
場
で
虐
殺

し
︑
残
り
の
人
々
は
と
っ
て
お
い
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
見
え
る
所
で
ナ
ウ
プ
リ
ア

の
﹇
要
塞
の
﹈
壁
の
下
で
処
刑
し
た
﹂︒﹁
一
七
一
八
年
︑
パ
サ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
条
約
は

ギ
リ
シ
ア
全
土
を
再
び
ト
ル
コ
に
明
け
渡
し
た
︒
か
く
し
て
ギ
リ
シ
ア
は
二
︑三
の

局
所
的
な
解
放
運
動
が
あ
っ
た
だ
け
で
︑
一
八
二
一
年
に
始
ま
る
革
命
ま
で
隷
属
し

た
ま
ま
で
あ
っ
た
﹂︒
こ
れ
以
降
︑
フ
ェ
ル
ト
ン
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ギ
リ
シ

ア
支
配
の
実
態
の
説
明
に
入
る
︒
メ
フ
メ
ト
二
世
は
征
服
し
た
領
土
の
組
織
化
に
着

手
し
た
が
︑
ギ
リ
シ
ア
に
ト
ル
コ
の
制
度
を
徹
底
的
に
確
立
す
る
の
は
不
可
能
で
あ

り
︑︶

56
︵

ギ
リ
シ
ア
の
パ
シ
ャ
ら
は
帝
国
の
他
の
諸
州
と
同
様
に
巨
額
の
金
で
ポ
ス
ト
を

買
う
な
ど
︑
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
体
制
は
腐
敗
し
て
い
た
︒
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こ
の
様
に
述
べ
た
上
で
フ
ェ
ル
ト
ン
は
︑
帝
国
当
局
の
ギ
リ
シ
ア
に
対
す
る
﹁
苛
斂

誅
求
﹂
を
も
詳
細
に
描
く
の
で
あ
る
︒

征
服
さ
れ
た
領
土
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
住
民
はharatch

と
呼
ば
れ
る
生
命
税
を
払
う
事

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
︑
こ
れ
は
当
初
自
分
の
頭
を
肩
に
つ
な
げ
て
お
く
特
権
を

得
る
為
の
妥
協
︑
又
は
譲
歩
と
見
な
さ
れ
て
い
た
︒
幾
つ
か
の
場
所
で
は
こ
の
税
は
子

供
に
つ
い
て
は
誕
生
時
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
︒
他
の
場
所
で
は
一
定
の
年
齢
︑
つ
ま

り
五
才
︑
八
才
︑
十
二
才
︑
十
五
才
か
ら
で
︑
金
額
も
様
々
で
あ
っ
た
︒
リ
ー
ク
大
佐

に
よ
る
と
一
家
族
全
体
あ
た
り
の
税
は
通
常
二
ポ
ン
ド
程
度
だ
っ
た
が
︑
こ
の
税
を
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
い
か
な
る
個
人
も
街
で
の
頻
繁
で
不
躾
な
職
務
質
問
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り
︑
合
法
的
な
領
収
書
を
取
り
出
し
損
ね
よ
う
も
の
な
ら
次
の
役
所
当
局
に
︑
前
に

支
払
っ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
支
払
う
よ
う
強
い
ら
れ
た
︒
地
租
は
様
々
な
時
と
場

所
で
土
地
の
生
産
物
の
二
十
分
の
一
︑十
二
分
の
一
︑十
分
の
一
︑七
分
の
一
で
あ
っ
た
︒

各
町
の
入
り
口
で
︑
牛
︑
食
糧
︑
ワ
イ
ン
︑
薪
に
つ
い
て
税
が
払
わ
れ
た
︒・
・
・

こ
の
部
分
で
は
本
来
ジ
ズ
ヤ（
人
頭
税
）と
あ
る
べ
き
所
に
ハ
ラ
ー
ジ
ュ（haratch

と
い
う
部
分
に
該
当
︑
地
租
の
意
）
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
︑
フ
ェ

ル
ト
ン
は
両
者
を
混
同
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
︒
人
頭
税
は
﹁
頭
を
肩
に
つ
な
げ
て

お
く
﹂
生
命
税
で
あ
っ
た
と
い
う
説
明
は
︑
そ
の
歴
史
的
実
態
は
と
も
か
く
人
頭
税

が
少
な
く
と
も
そ
の
様
な
非
人
道
的
意
味
合
い
を
持
つ
税
と
し
て
西
洋
の
学
者
に
認

識
さ
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
よ
う
︒
フ
ェ
ル
ト
ン
は
他
に
も

様
々
な
税
と
徴
用
を
挙
げ
て
い
る
が
︑﹁
誅
求
の
体
制
が
あ
ま
り
に
も
そ
の
範
囲
を

限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
そ
の
執
行
を
委
ね
ら
れ
た
人
々
の
権
力
が
あ
ま
り
に
も
統
制

さ
れ
て
い
な
い
の
で
︑
悪
が
行
政
制
度
全
体
に
広
が
っ
た
﹂
状
態
で
あ
り
︑﹁
普
通

の
労
働
者
階
級
で
あ
る
レ
ア
ヤ
ー
は
農
奴
の
状
態
に
貶
め
ら
れ
︑
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

抑
圧
に
さ
ら
さ
れ
︑
自
ら
の
状
況
を
改
善
す
る
い
か
な
る
展
望
も
可
能
性
も
な
く
︑

希
望
の
な
い
隷
属
と
堕
落
の
運
命
に
あ
る

︶
57
︵

﹂
と
い
う
あ
る
英
国
人
の
観
察
を
併
せ
て

引
用
し
て
い
る
︒

更
に
は
︑
親
か
ら
引
き
離
さ
れ
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ

の
悲
劇
も
言
及
さ
れ
る
︒﹁
そ
れ
は
時
代
が
下
っ
て
十
七
世
紀
半
ば
ま
で
続
き
︑
ギ

リ
シ
ア
の
み
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
総
数
は
︑
ア
テ
ネ
大
学
の
教
授
の
一
人
の
推
計

に
よ
る
と
五
十
万
人
を
下
ら
な
い
と
い
う
︒
後
に
は
新
規
採
用
は
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
の

子
供
達
か
ら
な
さ
れ
た
︒
こ
の
軍
事
組
織
は
一
八
二
六
年
ま
で
存
在
し
た
﹂︒

一
八
二
六
年
に
ス
ル
タ
ン
・
マ
フ
ム
ト
は
彼
ら
の
権
力
が
改
革
の
妨
げ
に
な
る
と
考

え
︑
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
の
解
体
を
決
意
し
た
が
︑
こ
れ
に
対
し
て
三
万
人
が
反
乱
に
立

ち
上
が
っ
た
︒し
か
し
ス
ル
タ
ン
は
五
万
の
軍
を
差
し
向
け
︑彼
ら
を
虐
殺
し
た
︒﹁
か

く
し
て
炎
と
刀
に
よ
っ
て
︑
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
捕
虜
︑
或
い
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
家
族

か
ら
暴
力
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
子
供
達
の
子
孫
で
あ
り
︑
父
祖
の
宗
教
を
強
制

的
に
棄
教
さ
せ
ら
れ
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
暴
君
の
道
具
や
テ
ロ
集
団
と
な
っ
て
き
た

男
た
ち
の
一
団
は
滅
び
た
の
で
あ
っ
た
﹂︒
も
と
も
と
強
制
的
に
連
れ
て
来
ら
れ
た

キ
リ
ス
ト
教
徒
兵
士
が
権
勢
を
誇
る
存
在
に
な
る
や
粛
清
さ
れ
る
と
い
う
﹁
ト
ル
コ

人
の
理
不
尽
な
措
置
﹂
を
読
者
に
暗
に
訴
え
る
様
な
響
き
が
︑
こ
の
部
分
の
叙
述
に

感
じ
ら
れ
る
︒

ま
た
フ
ェ
ル
ト
ン
は
ト
ル
コ
支
配
下
の
ギ
リ
シ
ア
の
荒
廃
ぶ
り
を
記
す
文
人
た
ち
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の
例
を
挙
げ
つ
つ
︑
こ
の
間
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
民
族
性
を
保
持
さ
せ
た
原
因
と
し
て

四
点
を
挙
げ
て
い
る
︒

第
一
に
︑
ギ
リ
シ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
は
道
徳
的
・
知
的
・
社
会
的
傾
向
が
相
容
れ

な
か
っ
た
た
め
︑
ギ
リ
シ
ア
人
が
自
ら
の
抑
圧
者
と
結
び
付
い
て
一
つ
の
人
々
に
な

る
の
は
不
可
能
だ
っ
た
事
で
あ
る
︒

第
二
に
︑
ギ
リ
シ
ア
人
が
精
神
的
な
能
力
の
面
で
優
越
し
て
い
た
の
で
︑
ト
ル
コ

人
と
し
て
は
物
事
の
指
示
を
現
地
指
導
者
に
任
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
で
あ
る
︒

第
三
に
︑
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
消
し
得
ぬ
献
身
で
あ
る
︒

最
後
に
︑
ト
ル
コ
人
が
決
し
て
従
属
さ
せ
る
事
の
で
き
な
か
っ
た
ギ
リ
シ
ア
の
諸

部
分
が
あ
っ
た
事
で
あ
る
︒
北
部
の
山
岳
地
帯
の
戦
闘
的
住
民
は
ト
ル
コ
人
へ
の
従

属
を
拒
否
し
︑
僅
か
な
貢
ぎ
物
と
引
き
換
え
に
武
器
の
保
持
を
許
さ
れ
ア
ル
マ
ト
ロ

イ
（
武
器
を
持
つ
人
々
）
と
呼
ば
れ
た
︒
又
ク
レ
フ
テ
ス
と
呼
ば
れ
た
義
賊
の
下
で

は
︑
ト
ル
コ
人
の
妻
や
娘
が
手
に
入
っ
た
時
も
繊
細
さ
と
名
誉
を
も
っ
て
扱
わ
れ
︑

﹁
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
ト
ル
コ
人
の
習
慣
と
は
顕
著
な
対
照
で
あ
っ
た
︒
そ
し

て
彼
ら
は
自
ら
に
さ
れ
た
残
虐
行
為
を
人
に
対
し
て
報
復
す
る
事
は
滅
多
に
な
か
っ

た
﹂︒
ク
レ
フ
テ
ス
の
バ
ラ
ッ
ド
は
抑
圧
者
で
あ
る
ト
ル
コ
人
へ
の
敵
意
と
︑
ク
レ

フ
テ
ス
生
活
の
野
性
味
あ
ふ
れ
る
魅
力
と
︑自
然
へ
の
愛
を
う
た
っ
て
い
る
︒﹁
母
よ
︑

我
も
は
や
ト
ル
コ
人
の
奴
隷
に
な
る
事
能
わ
ず
と
汝
に
告
ぐ
︑
我
は
で
き
ぬ
︑
我
が

心
は
そ
れ
に
抗
う
な
り
︒
我
銃
を
取
り
︑
行
っ
て
ク
レ
フ
テ
ス
と
な
ら
ん
︒・
・
・

母
よ
我
行
か
ん
︑
さ
れ
ど
泣
く
こ
と
な
か
れ
︒
我
に
祝
福
を
与
え
給
え
︒
そ
し
て
我

ら
は
祈
ら
ん
︑
い
と
し
の
母
よ
︑
我わ

れ

が
多
く
の
ト
ル
コ
人
を
殺
め
る
様
に
と
︒・
・
・

お
お
我
が
母
よ
︑
花
咲
き
出
づ
る
限
り
汝
の
息
子
は
み
ま
か
ら
ず
ト
ル
コ
人
と
戦
い

つ
つ
あ
る
な
り
︒
そ
し
て
悲
し
み
の
日
︑
嘆
き
の
日
が
来
ら
ば
︑
二
つ
が
消
え
花
散

ら
ば
︑
そ
の
時
我
も
殺
さ
れ
ぬ
と
い
う
事
な
れ
ば
︑
汝
黒
衣
を
ま
と
う
べ
し
・・・
﹂︒

か
く
し
て
十
八
世
紀
末
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
中
に
知
的
再
生
が
起
こ
っ
た
︒

一
八
三
三
年
に
パ
リ
で
亡
く
な
っ
た
コ
ラ
イ
ス
の
呼
び
か
け
を
機
に
人
々
は
﹁
民
族

と
自
由
の
聖
な
る
大
義
﹂
の
為
に
武
器
を
手
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る

︶
58
︵

︒
こ
こ
か

ら
フ
ェ
ル
ト
ン
の
叙
述
は
︑
全
篇
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
﹁
ギ
リ
シ
ア
革
命
﹂
の
章

に
進
む
︒

（
ⅲ
）
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争

フ
ェ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
︑
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
一
七
六
八
年
の
露
土
戦
争
の

際
︑
古
代
の
自
由
を
取
り
戻
す
よ
う
ギ
リ
シ
ア
民
族
を
鼓
舞
し
︑
ギ
リ
シ
ア
側
に
も

呼
応
す
る
動
き
が
あ
る
中
で
ロ
シ
ア
艦
船
を
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
に
派
遣
し
た
︒
ト
ル
コ

政
府
は
ア
ル
バ
ニ
ア
人
を
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
に
投
入
し
︑
虐
殺
で
も
っ
て
反
乱
を
鎮
圧

し
た
︒対
露
協
力
を
し
た
り
そ
れ
を
疑
わ
れ
た
諸
州
は
戦
争
後
に
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
︑

メ
レ
テ
ィ
オ
ス
総
主
教
は
拷
問
さ
れ
追
放
さ
れ
た
︒
ス
ミ
ル
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は

教
会
か
ら
出
た
と
こ
ろ
を
無
差
別
に
虐
殺
さ
れ
た
︒
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
（
オ
ス
マ
ン
朝

の
ス
ル
タ
ン
の
御
前
会
議
又
は
閣
議
）
で
は
こ
の
機
会
を
捉
え
て
ギ
リ
シ
ア
人
種
全

体
を
根
絶
す
る
の
が
賢
明
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ

た
が
︑
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
の
影
響
に
よ
り
穏
健
派
が
優
勢
と
な
り
︑
ク
レ
フ
テ
ス
の

助
力
を
得
て
彼
が
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
の
平
定
を
任
さ
れ
た
︒

一
七
八
七
年
再
び
露
土
戦
争
が
起
こ
り
︑新
た
な
興
奮
が
ギ
リ
シ
ア
を
煽
動
す
る
︒

ギ
リ
シ
ア
革
命
の
特
徴
は
︑
民
族
性
と
独
立
を
取
り
戻
す
た
め
﹁
ギ
リ
シ
ア
か
ら
︑
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武
器
の
力
で
︑
別
の
信
仰
を
奉
じ
て
い
る
別
の
人
種
を
追
い
出
す
事
﹂
を
め
ざ
し
た

点
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
は
﹁
暴
政
・
強
奪
・
抑
圧
の
習
慣
と
︑
自
ら
が
大
変
長
ら
く
抑

圧
し
て
き
た
人
々
へ
の
野
蛮
な
主
人
と
し
て
の
軽
蔑
﹂
を
持
つ
ト
ル
コ
人
と
︑﹁
復

讐
願
望
が
︑
優
越
し
た
知
性
の
意
識
や
過
去
の
輝
か
し
い
記
憶
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ

た
祖
国
愛
と
入
り
混
じ
っ
た
・
・
・
﹂
ギ
リ
シ
ア
人
と
の
間
の
︑
宗
教
的
・
人
種
的

憎
悪
の
対
立
で
あ
っ
た
︒
更
に
フ
ェ
ル
ト
ン
が
︑
野
蛮
な
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
文
明
的

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
戦
い
と
い
う
︑
古
代
の
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
構
図

を
彷
彿
と
さ
せ
る
次
の
様
な
総
括
を
し
て
い
る
事
は
注
目
さ
れ
る
︒﹁
し
か
し
結
局

そ
れ
は
︑
こ
の
世
紀
に
そ
ぐ
わ
な
い
野
蛮
の
︑
再
生
す
る
文
明
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
対
す
る
死
闘

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
こ
の
状
況
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
の
キ
リ
ス
ト

教
徒
諸
国
民
の
心
か
ら
の
共
感
と
︑
熱
烈
な
祈
り
と
︑
効
果
的
な
協
力
と
を
︑
ギ
リ

シ
ア
の
大
義
の
周
り
に
結
集
し
た
の
で
あ
る
﹂（
傍
点
引
用
者
）︒

当
初
ギ
リ
シ
ア
人
は
叛
徒
と
し
て
扱
わ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
政
府
の
反
応
は
冷
た

か
っ
た
が
︑
次
第
に
ギ
リ
シ
ア
側
の
大
義
に
共
感
が
寄
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
︒

一
八
二
一
年
に
始
ま
っ
た
反
乱
に
つ
い
て
の
く
だ
り
は
︑
ギ
リ
シ
ア
人
指
導
者
の
英

雄
的
な
死
を
描
き
︑
一
八
二
二
年
一
月
の
独
立
宣
言
を
次
の
様
に
引
用
す
る
な
ど
︑

自
由
と
独
立
の
為
の
戦
い
で
あ
っ
た
事
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
暴
政
を
強
調
し
た
叙
述

と
な
っ
て
い
る
︒﹁
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
恐
ろ
し
い
暴
政
の
下
に
あ
る
ギ
リ
シ
ア
民
族

は
︑
暴
政
の
軛
の
類
例
な
き
重
み
に
耐
え
ら
れ
な
い
︒・
・
・
そ
れ
は
︑
我
々
の
権

利
を
奪
還
し
︑
我
々
の
存
在
と
名
誉
を
安
泰
に
す
る
と
い
う
唯
一
の
目
的
の
為
に
行

わ
れ
る
民
族
戦
争
で
あ
る
︒・
・
・
し
か
し
あ
な
た
の
自
由
と
独
立
を
強
化
で
き
る

の
は
協
約
の
み
で
あ
る
︒・
・
・
﹂
ギ
リ
シ
ア
側
の
蛮
行
が
あ
っ
た
事
も
書
か
れ
て

は
い
る
が
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
側
が
行
っ
た
キ
オ
ス
島
の
虐
殺
等
の
方
が
目
立
つ
描
き

方
が
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
虐
殺
に
つ
い
て
ギ
リ
シ
ア
側
は
悲
し
み
と
怒
り
に
覆
わ
れ

た
が
反
撃
し

︶
59
︵

︑
国
際
的
な
同
情
も
高
ま
る
中
︑
英
国
で
も
ギ
リ
シ
ア
に
協
力
す
る
者

が
出
て
き
た
︒
ト
ル
コ
政
府
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
に
ギ
リ
シ
ア
遠
征
を
要
請
し

た
た
め
ギ
リ
シ
ア
に
危
険
が
迫
っ
た
が
︑
逆
に
こ
の
危
機
が
バ
イ
ロ
ン
を
は
じ
め
多

く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
米
国
人
を
し
て
ギ
リ
シ
ア
応
援
に
駆
け
つ
け
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
︒

一
八
二
五
年
十
一
月
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
パ
シ
ャ
の
ギ
リ
シ
ア
攻
撃
は
次
の
様

に
描
か
れ
る
︒﹁
虐
殺
と
掠
奪
を
し
た
が
っ
て
い
る
ト
ル
コ
人
と
ア
ラ
ブ
人
が
四
方

か
ら
な
だ
れ
込
み
︑
破
壊
と
流
血
の
所
業
を
開
始
し
た
﹂︒﹁
ア
テ
ネ
は
東
ギ
リ
シ
ア

で
ま
だ
持
ち
こ
た
え
て
い
た
殆
ど
唯
一
の
場
所
で
あ
っ
た
が
︑
び
っ
し
り
包
囲
さ
れ

た
﹂︒
ト
ル
コ
人
ら
は
間
も
な
く
町
を
制
圧
し
た
が
︑
包
囲
作
戦
は
フ
ァ
ヴ
ィ
エ
大

佐
と
カ
ラ
イ
ス
カ
ケ
ー
ス
が
ア
テ
ネ
平
原
に
現
れ
た
事
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
︒
こ

の
戦
い
で
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
は
か
な
り
の
被
害
が
出
た
︒
カ
ラ
イ
ス
カ
ケ
ー
ス
が
愛

国
的
な
死
を
遂
げ
た
後
︑
流
血
の
戦
闘
が
ア
テ
ネ
郊
外
で
行
わ
れ
た
︒
六
月
五
日
に

城
砦
は
明
け
渡
さ
れ
︑
ア
テ
ネ
陥
落
は
ギ
リ
シ
ア
全
土
に
わ
た
っ
て
大
打
撃
と
受
け

止
め
ら
れ
た
︒
米
国
で
は
世
論
が
喚
起
さ
れ
て
救
援
物
資
が
送
ら
れ
︑
英
国
世
論
も

大
き
く
変
化
し
︑
正
当
化
さ
れ
ぬ
反
乱
を
抑
圧
す
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
以
前
の
共

感
は
消
え
て
︑
ギ
リ
シ
ア
へ
の
抑
圧
は
人
権
に
反
す
る
と
見
な
さ
れ
る
様
に
な
っ
た

の
で
あ
る
︒
一
八
二
七
年
七
月
六
日
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
は
︑
ギ
リ
シ
ア
を
ス
ル
タ
ン

主
権
下
の
属
州
と
す
る
が
︑
帝
国
政
府
の
承
認
の
下
に
知
事
を
選
ぶ
権
利
を
持
た
せ

る
事
を
提
案
し
て
い
た
︒
し
か
し
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
が
こ
の
様
な
内
政
干
渉
を
拒
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否
し
た
た
め
︑
英
仏
露
の
海
軍
と
ト
ル
コ
・
エ
ジ
プ
ト
艦
隊
が
対
峙
す
る
事
に
な
っ

た
が
︑
後
者
の
完
全
な
敗
北
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
は

勝
利
と
歓
喜
に
沸
い
た
﹂

︶
60
︵

︒

以
上
の
フ
ェ
ル
ト
ン
執
筆
部
分
を
総
括
す
る
と
︑
叙
述
に
流
れ
る
一
貫
し
た
イ

メ
ー
ジ
は
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
描
い
た
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
構
図

︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
ア

ジ
ア

︱
の
近
代
に
お
け
る
再
現
で
あ
る
︒
象
徴
的
な
一
例
を
挙
げ
る
と
︑
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
は
古
代
に
ペ
ル
シ
ア
軍
に
焼
か
れ
た
後
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ギ
リ
シ
ア
征
服

を
進
め
る
過
程
で
破
壊
さ
れ
（
一
六
八
七
年
）︑
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
中
に
オ
ス
マ

ン
帝
国
側
（
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
パ
シ
ャ
の
遠
征
軍
）
に
よ
っ
て
再
び
破
壊
さ
れ
た

（
一
八
二
五
年
）
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
直
近
の
一
八
二
五
年
の
破
壊
は
読
者

に
と
っ
て
は
﹁
ア
ジ
ア
の
蛮
行
﹂
と
し
て
既
視
感
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
︒
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
読
者
が
︑
民
主
制
と
独
立
に
輝
い
て
い
た
民
族
の
栄
光
を

取
り
戻
す
べ
く
ト
ル
コ
人
の
﹁
暴
政
﹂
に
対
し
て
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
本
書
の
ギ

リ
シ
ア
人
像
に
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
経
験
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
み
な
ら
ず
︑
<
専

制
的
で
野
蛮
な
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ア
ジ
ア
（
オ
ス
マ
ン
帝
国
）
>
に
対
す
る
<
民
主

的
で
自
由
を
愛
す
る
︑
文
明
的
な
キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ギ
リ
シ
ア
）
>
の
勝

利
を
︑
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
﹃
歴
史
﹄
の
イ
メ
ー
ジ
の
延
長
線
上
に
﹁
当
然
の
帰
結
﹂
と

し
て
位
置
づ
け
た
で
あ
ろ
う
事
も
想
像
に
難
く
な
い
︒
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
後
の
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
講
和
会
議
で
米
国
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
委
任
統
治
を
視
野

に
入
れ
る
が
︑
そ
の
時
の
彼
が
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
で
鮮
烈
に
描
か
れ
て
い
る
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
の
イ
メ
ー
ジ
を
胸
に
︑
西
洋
が
十
五
世
紀
に
失
っ
た
こ

の
都
市
を
今
米
国
が
取
り
戻
す
の
だ
と
い
う
歴
史
的
な
意
識
を
全
く
抱
い
て
い
な

か
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
だ
ろ
う︶

61
︵

︒

四　

�

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
オ
ス
マ
ン
帝
国

―
東
方
問
題
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ン
の
人
権
外
交
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
へ
の
傾
倒

ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
ス
ミ
ス
の
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
を
学
ん
で
い
た
頃
に
遭
遇
し
た
の
が

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
蜂
起
の
弾
圧
と
︑
そ
れ
に
関
す
る
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
の
論
説
﹁
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
恐
怖
と
東
方
問
題
﹂（
一
八
七
六
年
九
月
五
日
）︶

62
︵

で

あ
る
︒
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
一
八
八
〇
年
四
月
に
書
い
た
﹁
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
氏
︑
性
格

の
描
写
﹂
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
は
こ
の
論
説
の
事
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
も
の
の
︑
自

由
主
義
者
と
し
て
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
彼
が
並
々
な
ら
ぬ
敬
意
を
持
っ
て
い
た
事

を
示
し
て
い
る

︶
63
︵

︒
他
方
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
若
い
時
か
ら
﹁
ト
ル
コ
人
ム
ス
リ
ム
の
支

配
下
に
暮
ら
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
深
く
同
情
的
で
あ
っ
た
﹂
事
に
つ
い
て
は

ラ
リ
ー
・
ウ
ル
フ
教
授
が
指
摘
し
て
お
り
︑
後
に
自
由
党
の
首
相
と
な
る
二
十
四
歳

の
ア
ス
キ
ス
が
東
方
問
題
に
関
す
る
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
の
政
策
（
自
国
の
帝
国
主
義
的

な
利
益
を
優
先
し
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
に
よ
る
少
数
派
へ
の
抑
圧
は
等
閑
視
す
る

政
策
）
を
無
原
則
だ
と
批
判
し
た
論
文
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
一
八
七
六
年
に
読
ん
で
い

た
事
を
も
指
摘
し
て
い
る

︶
64
︵

︒

こ
の
様
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
論
説
自
体
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
直
接
読
ん
だ
確
証
は

な
い
も
の
の
︑
そ
の
論
説
に
お
け
る
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
︑
反
オ
ス
マ
ン
的
・
反
ト

ル
コ
的
で
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
は
同
情
的
で
あ
る
傾
向
や
︑
イ
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ギ
リ
ス
政
府
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
虐
殺
に
明
確
に
反
対
す
る
人
道
外
交
を
展
開
す
べ
き

だ
と
す
る
主
張
は
︑
後
の
第
一
次
大
戦
の
戦
後
処
理
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
オ
ス

マ
ン
帝
国
解
体
や
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
の
少
数
派
の
保
護
と

い
う
政
策
的
方
向
性
と
極
め
て
合
致
し
て
い
る
︒
こ
の
様
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
論

説
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
考
え
方
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
と

考
え
ら
れ
る
た
め
︑
以
下
こ
の
論
説
の
概
要
を
見
る
事
と
し
た
い
︒

（
二
）
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
恐
怖
と
東
方
問
題
」
の
概
要

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
︑
英
国
が
支
援
し
て
き
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
人

虐
殺
を
引
き
起
こ
し
た
事
の
重
大
性
を
指
摘
す
る
︒
彼
は
ト
ル
コ
人
が
ム
ス
リ
ム
の

中
で
も
残
忍
で
文
明
的
で
な
い
事
を
強
調
す
る
が
︑
彼
の
議
論
は
十
九
世
紀
西
欧
に

お
け
る
主
要
な
オ
ス
マ
ン
帝
国
観

︶
65
︵

の
一
つ
を
代
弁
し
て
い
た
︒

ト
ル
コ
人
種
が
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
か
︑
又
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
大
雑

把
な
輪
郭
で
素
描
す
べ
く
︑
手
短
に
努
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
︒
そ
れ
は
単
に
マ
ホ
メ
ッ

ト
主
義
の
問
題
で
は
な
く
︑
あ
る
人
種
に
特
有
の
性
格
と
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
っ
た
マ

ホ
メ
ッ
ト
主
義
の
問
題
な
の
で
あ
る
︒
彼
ら
は
イ
ン
ド
の
穏
や
か
な
マ
ホ
メ
ッ
ト
主
義

者
で
も
︑
シ
リ
ア
の
非
常
に
勇
敢
な
サ
ラ
デ
ィ
ン
ら
で
も
︑
ス
ペ
イ
ン
の
洗
練
さ
れ
た

ム
ー
ア
人
で
も
な
い
︒
彼
ら
は
全
体
と
し
て
︑
彼
ら
が
最
初
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
入
っ
た

暗
黒
の
日
以
来
︑
人
類
の
反
人
間
的
な
一
大
標
本
で
あ
っ
た
︒
彼
ら
が
ど
こ
へ
行
こ
う

と
血
の
幅
広
い
線
が
彼
ら
の
通
っ
た
跡
に
染
み
を
付
け
て
い
た
の
で
あ
っ
て
︑
彼
ら
の

支
配
が
及
ぶ
所
︑
文
明
は
視
界
か
ら
消
え
た
の
で
あ
る
︒
彼
ら
は
至
る
所
で
︑
法
に
よ

る
統
治
と
は
逆
の
︑
力
に
よ
る
統
治
を
体
現
し
て
い
た
︒
こ
の
世
の
導
き
と
し
て
は
彼

ら
は
容
赦
な
き
運
命
論
者
で
あ
っ
た
し
︑
あ
の
世
の
報
酬
と
し
て
は
官
能
的
な
楽
園
を

思
い
描
い
て
い
た
︒

彼
ら
は
確
か
に
軍
事
力
の
巨
大
な
権
化
で
あ
っ
た
︒
こ
の
前
進
す
る
災
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
体
を
脅
し
て
い
た
︒
そ
れ
は
・
・
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
住
民
の
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て

︱
そ
れ
も
一
世
代
で
は
な
く
多
く
の
世
代
に
わ
た
る

︱
食
い
止
め
ら
れ
て
き
た
に

す
ぎ
な
い
︒
か
つ
て
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
世
界
全
体
は
︑
共
通
の
敵
へ
の
抵
抗
に
つ
い
て

共
通
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
︒
そ
し
て
宗
教
改
革
の
熱
く
熾
烈
な
闘
争
の
真
最
中
で
す

ら
も
︑
私
が
間
違
え
て
い
な
け
れ
ば
︑
英
国
の
教
会
で
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
権
力
と
影
響
力
の
長
た
る
皇
帝
の
︑
ト
ル
コ
と
の
闘
争
に
お
け
る
成
功
を
願
う
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
ト
ル
コ
人
が
法
と
は
対
極
の
﹇
暴
﹈
力
を
体
現
し
て
い
た
と
は
い
え
︑
力

に
よ
る
統
治
で
さ
え
も
︑
ト
ル
コ
人
が
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
知
的
分
子
の
助

け
な
く
し
て
は
維
持
さ
れ
得
な
い
︒
そ
れ
故
に
︑
世
界
の
歴
史
で
は
稀
で
あ
っ
た
が
残

虐
さ
や
暴
政
や
強
奪
の
真
只
中
に
︑
あ
る
種
の
寛
容
性
が
育
っ
た
の
だ
っ
た
︒
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
生
活
の
大
方
は
軽
蔑
を
も
っ
て
放
っ
て
お
か
れ
た
し
︑
統
治
の
副
次
的
な
機

能
は
主
教
に
譲
渡
す
る
事
を
許
さ
れ
た
︒
か
く
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
種
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
に
惹
き
つ
け
ら
れ
︑
こ
の
間
あ
る
程
度
ト
ル
コ
的
イ
ス
ラ
ー
ム
の
欠
陥
を
精

神
の
要
素
で
補
っ
て
き
た
し
︑
今
こ
の
瞬
間
で
は
︑
長
ら
く
知
ら
れ
︑
そ
れ
か
ら
非
常

に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
（
と
私
は
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
）
ロ
ン
ド
ン
駐
箚
大
使
を
帝

国
政
府
に
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
︒・
・
・﹇
10
~
11
﹈
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グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
︑
こ
の
二
十
年
間
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の

借
款
の
多
く
が
帝
国
の
軍
備
増
強
に
使
わ
れ
た
事
や
︑
ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
一
八
五
六

年
の
パ
リ
条
約
の
後
も
帝
国
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
臣
民
に
関
す
る
権
利
と
義
務
を
理
解

し
て
こ
な
か
っ
た
事
が
︑
今
回
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
事
件
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
た

﹇
11
~
13
﹈︒

・
・
・
四
か
月
近
く
が
過
ぎ
た
が
︑
そ
の
間
に
こ
の
国
で
は
︑
ほ
ぼ
今
ま
で
不
自
然
な

死
の
様
な
静
寂
が
維
持
さ
れ
て
き
た
︒・
・
・
六
月
に
︑
何
が
起
き
て
い
る
か
に
つ
い
て

我
々
に
警
告
す
る
声
︑
殆
ど
孤
独
な
声
が
確
か
に
海
上
と
陸
上
か
ら
聞
こ
え
て
き
て
い

た
︒
語
ら
れ
た
話
が
あ
る
政
府
の
権
限
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
大
規
模
虐
殺
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
時
︑
聞
こ
う
と
す
る
耳
が
不
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
そ
れ
は
・
・
・
我
々

が
二
十
年
に
わ
た
る
恩
恵
を
そ
の
為
に
手
に
入
れ
て
き
た
政
府
で
あ
り
︑
我
々
は
そ
れ

ら
の
年
月
が
ど
の
様
に
使
わ
れ
た
か
を
尋
ね
も
せ
ず
に
今
年
イ
ギ
リ
ス
の
名
の
下
に
強

い
支
援
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
︑﹇
他
の
﹈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹇
諸
国
﹈
に
公
然
と
刃
向
か
っ

た
の
で
あ
る
︒
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
と
い
う
の
も
そ
れ
ら
の
大
規
模
虐
殺
は
︑

そ
の
傍
ら
で
は
虐
殺
自
体
の
恐
怖
や
悪
名
も
色
あ
せ
る
程
の
犯
罪
と
絡
み
合
い
︑
そ
れ

ら
で
も
っ
て
相
殺
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒・
・
・﹇
13
~
14
﹈

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
︑
国
会
議
員
ら
が
こ
の
事
件
に
つ
い
て
政
府
に
質
問
し
た
が

説
得
力
あ
る
答
弁
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
︑
英
国
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
大
使
館
の

み
な
ら
ず
領
事
や
副
領
事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
︑
虐
殺
に
つ

い
て
大
使
館
や
領
事
館
が
何
も
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
と
す
る
︒
一
八
七
六
年
六
月

二
十
三
日
の
﹁
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
﹂
紙
の
報
道
が
あ
っ
た
後
も
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

首
相
の
答
弁
は
曖
昧
で
あ
っ
た
︒
記
事
が
出
た
直
後
に
何
故
電
報
と
い
う
確
認
手
段

が
と
ら
れ
な
か
っ
た
か
政
府
は
説
明
す
べ
き
だ
︑
と
も
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
述
べ
る

﹇
14
~
16
﹈︒

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
更
に
︑
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
虐
殺
へ
の
ト
ル
コ
政
府
の
関
与
を

否
定
し
た
り

︶
66
︵

︑﹁
両
者
﹇
ト
ル
コ
人
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
﹈
の
側
の
行
為
は
︑
こ
の
様

な
状
況
下
で
は
必
然
的
に
そ
う
で
あ
る
様
に
同
じ
位
恐
ろ
し
く
残
虐
で
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹂

﹇
18
︑
傍
点
原
著
者
﹈
等
と
発
言
し
た
事
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
︒
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
が
こ
れ
ら
の
根
拠
薄
弱
な
首
相
の
答
弁
に
対
置
し
た
の
が
︑
残
虐
行
為
を
犯
し

て
い
る
の
は
専
ら
ト
ル
コ
人
で
あ
り
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
で
は
な
い
と
い
う
内
容
の
︑
米

国
の
調
査
者
に
よ
る
八
月
二
十
二
日
の
米
国
政
府
へ
の
次
の
様
な
報
告
で
あ
っ
た
︒

﹁
私
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
が
無
法
な
行
為
や
残
虐
行
為
や
そ
う
し
た
名
称
に
ふ
さ
わ
し

い
行
為
を
犯
し
た
と
い
う
事
を
全
く
見
出
せ
な
か
っ
た
︒
私
は
ト
ル
コ
人
官
吏
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

そ
の
様
な
無
法
な
行
為
の
リ
ス
ト
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
が
無
駄
だ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︒・
・
・

ト
ル
コ
人
の
婦
女
子
で
冷
酷
に
殺
さ
れ
た
者
は
い
な
か
っ
た
︒
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
女

性
で
犯
さ
れ
た
者
は
い
な
か
っ
た
︒
ム
ス
リ
ム
の
男
で
拷
問
さ
れ
た
者
は
い
な
か
っ

た
︒
純
粋
な
ト
ル
コ
人
村
で
攻
撃
さ
れ
た
り
焼
か
れ
た
り
し
た
村
は
な
か
っ
た
︒
掠

奪
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
の
家
は
な
か
っ
た
︒
冒
瀆
さ
れ
た
り
破
壊
さ
れ
た
り
し
た
モ
ス

ク
も
な
か
っ
た
﹂﹇
19
︑
傍
点
原
著
者
﹈︒
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
米
国
に
よ
る
こ
の
調

査
を
︑
中
立
的
な
人
道
的
調
査
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
す
る
︒

私
はSchuyler
氏
と
︑
彼
を
現
地
に
派
遣
し
た
﹇
米
国
﹈
政
府
に
感
謝
を
表
明
す
る
︒
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前
述
の
通
り
︑
我
々
の
い
か
な
る
報
告
に
よ
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
納
得
さ
せ
る
事
は

手
遅
れ
で
望
め
な
い
︒・
・
・
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
ト
ル
コ
と
同
盟
関
係
に
な
く
同
国
に

対
す
る
恨
み
も
な
く
︑
同
国
の
破
壊
に
よ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
︒
米
国
は
こ
の
件
の
広
く
人
道
的
な
性
格
と
重
要
性
故
に
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
り
︑
自
国
を
誠
実
さ
か
ら
離
れ
る
べ
く
誘
惑
し
た
り
︑
自
国
の
目
的
を
不
純
な

も
の
に
し
た
り
す
る
﹁
ア
メ
リ
カ
の
利
益
﹂
を
持
っ
て
い
な
い
︒﹇
22
﹈

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
様
に
政
治
学
を
学
び
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
敬
愛
し
て
い
た
米
国
人

青
年
が
こ
の
部
分
を
読
ん
だ
と
す
る
な
ら
︑
米
国
の
﹁
人
道
的
調
査
﹂
へ
の
グ
ラ
ッ

ド
ス
ト
ン
の
こ
の
様
な
高
い
評
価
を
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
で
あ

ろ
う
︒

こ
こ
で
︑
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
こ
の
事
件
へ
の
英
国
政
府
の
対
応
を
振
り
返
る
︒

四
月
二
十
日
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
反
乱
が
起
き
︑
五
月
初
に
は
抑
圧
の
恐
怖
は
頂
点
に

達
し
て
い
た
︒
五
月
九
日
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
駐
箚
大
使
（Sir H

enry E
lliot

）
は
︑

こ
の
時
点
で
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
つ
い
て
の
領
事
か
ら
の
情
報
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

様
だ
が
︑
ム
ス
リ
ム
の
興
奮
と
武
器
購
入
を
観
察
し
た
の
で
︑
英
国
臣
民
と
キ
リ
ス

ト
教
徒
一
般
の
保
護
の
た
め
︑
地
中
海
の
英
海
軍
総
司
令
官
に
艦
隊
を
ベ
シ
カ
湾
に

移
す
事
を
要
請
し
た
︒要
請
は
認
め
ら
れ
外
務
省
に
も
報
告
さ
れ
た
が
︑艦
隊
を
送
っ

た
理
由
を
政
府
が
説
明
し
な
か
っ
た
為
に
︑
英
国
が
艦
隊
で
ト
ル
コ
を
守
っ
て
い
る

様
に
見
え
る
形
で
虐
殺
が
進
行
し
た
︒
漸
く
政
府
は
﹁
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
狂
信
の

爆
発
﹂﹇
27
﹈
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
守
る
為
に
大
使
の
要
請
に
よ
っ
て
艦
隊
が
送

ら
れ
た
の
だ
と
真
相
を
説
明
し
た
が
手
遅
れ
で
あ
っ
た
︒
こ
の
数
週
間
に
英
国
が
オ

ス
マ
ン
帝
国
に
与
え
た
物
心
両
面
の
支
援
に
よ
っ
て
生
じ
た
﹁
害
は
修
復
さ
れ
ず
︑

又
さ
れ
得
な
か
っ
た
﹂﹇
27
﹈
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
述
べ
︑
そ
の
状
況
を
打
開
す

る
為
に
二
点
を
要
求
し
て
い
る
︒
そ
の
要
求
と
は
︑
ト
ル
コ
の
領
海
に
艦
隊
を
置
く

の
は
人
道
的
な
目
的
の
為
だ
け
だ
と
英
国
政
府
が
宣
言
す
る
事
︑
及
び
今
回
の
様
な

事
態
の
繰
り
返
し
を
防
ぐ
た
め
他
の
列
強
と
協
力
し
て
有
事
の
際
に
迅
速
・
効
率
的

に
展
開
で
き
る
よ
う
艦
隊
を
分
散
さ
せ
る
事
で
あ
っ
た
﹇
24
~
28
﹈︒

更
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
事
態
の
深
刻
さ
に
鑑
み
︑
直
ち
に
閣
議
を
開
い
て
三
つ

の
目
標
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
︒
第
一
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
い
ま
だ
に
荒
廃
さ

せ
て
い
る
ア
ナ
ー
キ
ー
な
悪
政
︑
掠
奪
︑
殺
戮
を
止
め
る
事
で
あ
る
︒
第
二
に
︑
ボ

ス
ニ
ア
と
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
み
な
ら
ず
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
政

府
の
行
政
的
行
動
を
将
来
に
わ
た
っ
て
排
除
す
る
事
に
よ
り
︑
こ
の
政
府
の
認
可
の

下
に
最
近
な
さ
れ
た
無
法
行
為
の
再
発
に
対
し
て
実
効
的
な
備
え
を
す
る
事
で
あ

る
︒
第
三
に
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
英
国
の
名
誉
を
回
復
す
る
事
で
あ
る
﹇
31
﹈︒

次
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
右
記
の
︑
特
に
二
つ
目
の
提
案
に
関
わ
っ
て
﹁
ト
ル
コ

の
領
土
的
一
体
性
﹂
と
い
う
基
本
的
な
外
交
方
針
に
つ
い
て
論
じ
る
︒
彼
は
﹁
領
土

的
一
体
性
の
維
持
﹂
と
﹁
独
立
﹂
を
区
別
し
︑﹁
ト
ル
コ
の
領
土
的
一
体
性
﹂
を
人

道
に
反
し
な
い
限
り
で
従
来
通
り
維
持
し
つ
つ
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
か
ら
特
定
の

地
域
の
行
政
権
を
奪
う
事
は
可
能
だ
と
論
じ
た
︒

さ
て
ト
ル
コ
の
領
土
的
一
体
性
に
つ
い
て
は
︑
私
は
そ
れ
が
維
持
さ
れ
る
の
を
見
る

の
を
い
ま
だ
に
望
む
者
で
あ
る
︒
但
し
私
は
︑
そ
の
願
い
が
︑
更
に
高
次
の
政
策
目
標

に
優
先
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
と
い
う
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の
は
︑
全
て
の
政
策
目
標
の
中
で
︑
人
道
こ
そ
が
・
・
・
第
一
義
的
で
至
高
の
も
の
だ

と
い
う
の
が
私
の
確
信
だ
か
ら
で
あ
る
︒
私
の
信
念
は
︑
こ
の
偉
大
な
目
的
は
ト
ル
コ

の
領
土
的
一
体
性
を
維
持
す
る
事
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
必
然
性
は
な
い
し
︑
し
か

も
他
の
重
要
な
目
標
も
達
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る﹇
32
﹈︒﹇
一
段
落
省
略
﹈

・
・
・
ト
ル
コ
の
領
土
的
一
体
性
の
原
則
を
時
期
尚
早
に
放
棄
す
る
事
に
引
き
続
い
て

あ
ま
り
に
も
高
い
確
率
で
起
こ
り
そ
う
な
大
規
模
な
争
乱
を
・
・
・
回
避
す
る
︑
又
は

最
低
限
少
な
く
と
も
先
送
り
す
る
事
は
確
か
に
賢
明
で
あ
る
︒・
・
・﹇
33
﹈

し
か
し
私
は
︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
恐
怖
の
再
発
の
余
地
を
残
す
と
い
う
代
償
を
払
っ
て

ま
で
そ
う
し
た
危
機
を
避
け
る
︑
又
は
先
送
り
す
る
事
に
は
同
意
し
な
い
だ
ろ
う
︒・
・
・

こ
の
国
の
公
衆
は
・
・
・
ト
ル
コ
の
一
体
性
が
︑
同
国
の
際
限
な
い
野
蛮
さ
︑
同
国
の

制
御
な
き
野
獣
的
な
欲
望
の
免
責
を
意
味
し
な
い
か
と
恐
れ
始
め
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
︒
こ
れ
ら
の
懸
念
は
・
・
・
尤
も
な
の
だ
が
︑
事
実
の
観
察
に
基
づ
い
て
斥
け
て
も

よ
い
と
私
は
考
え
る
︒
我
々
は
隣
接
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
州
で
ほ
ぼ
決
定
的
だ
と
思
わ
れ

る
証
言
を
持
っ
て
い
る
︒
二
十
年
間
そ
れ
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
に
租
税
を
払
い
︑
帝

国
政
府
の
至
高
性
を
認
め
つ
つ
︑
完
全
な
自
治
又
は
自
己
統
治
を
享
受
し
て
き
た
の
で

あ
る
︒・
・
・
そ
の
様
な
例
が
我
々
の
前
に
あ
る
の
で
︑
我
々
と
し
て
は
少
な
く
と
も
︑

ト
ル
コ
の
領
土
的
一
体
性
が
損
な
わ
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
事
を
望
も
う
で
は
な
い

か
︒
他
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
︑
本
件
が
要
求
す
る
最
低
限
の
措
置
︑
つ
ま
り
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
ボ
ス
ニ
ア
か
ら
の
み
な
ら
ず
︑
か
つ
こ
れ
ら
以
上
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
︑

ト
ル
コ
人
の
行
政
的
支
配
を
完
全
に
引
き
上
げ
る
事
を
ト
ル
コ
に
要
求
し
︑
要
請
す
る

の
だ
﹇
33
~
34
﹈︒

更
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
主
権
下
に
置
き
続

け
る
が
︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
対
す
る
帝
国
の
行
政
権
は
奪
っ
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
は
自
治

を
行
わ
せ
よ
と
主
張
す
る
彼
自
身
と
︑﹁
現
状
維
持
﹂
を
主
張
す
る
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ

首
相
と
の
間
に
七
月
三
十
一
日
に
論
戦
が
あ
っ
た
事
に
も
ふ
れ
て
い
る
︒

・・・
私
は
こ
の
目
標
﹇
騒
擾
の
あ
っ
た
州
に
自
治
を
導
入
す
る
事
﹈
が
ト
ル
コ
の
﹁
領

土
的
一
体
性
﹂
と
両
立
し
て
達
成
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
希
望
を
表
明
し
た
︒

首
相
は
・
・
・
私
が
現
状
維
持
の
再
確
立
を
推
奨
し
た
と
述
べ
た
︒
机
の
反
対
側
か
ら

私
は
直
ち
に
口
を
挟
ん
だ
︒﹁
現
状
維
持
で
は
な
く
領
土
的
一
体
性
だ
﹂
と
︒
首
相
は
即

座
に
︑
領
土
的
一
体
性
と
は
事
実
上
現
状
維
持
を
意
味
す
る
事
が
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
︑

と
答
え
た
︒・
・
・
現
状
維
持
と
は
ボ
ス
ニ
ア
︑
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
に

お
け
る
ト
ル
コ
の
行
政
的
権
威
の
維
持
を
意
味
す
る
︒
領
土
的
一
体
性
と
は
外
国
国
家

を
締
め
出
す
が
︑
現
状
維
持
と
は
そ
の
国
の
住
民
を
締
め
出
し
︑
ト
ル
コ
人
の
空
手
形

の
約
束
︑
実
体
の
な
い
諸
改
革
︑
獰
猛
な
熱
情
︑
怪
奇
な
治
癒
し
難
い
日
常
の
失
政
と

共
に
︑
全
て
を
ト
ル
コ
人
に
と
っ
て
お
く
（
と
私
は
恐
れ
る
の
だ
が
）
事
で
あ
る
︒
で

あ
る
な
ら
こ
れ
︑
つ
ま
り
現
状
維
持
の
再
確
立
が
︑
英
国
の
政
策
を
今
の
と
こ
ろ
最
新

の
形
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒・
・
・﹇
34
~
35
﹈

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
現
状
維
持
に
こ
の
様
に
強
く
反
対
し
た
上
で
︑
英
国
が
<
ト

ル
コ
の
﹁
一
体
性
と
独
立
﹂
は
自
国
の
利
益
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
>
と
宣
言
す

る
事
で
同
国
の
犯
罪
と
無
能
を
看
過
し
て
い
る
︑
と
い
う
対
外
的
印
象
を
払
拭
す
べ

く
努
め
る
事
を
政
府
に
求
め
た
︒﹁
我
々
は
文
明
化
さ
れ
た
人
類
の
一
般
的
な
感
情
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と
調
和
し
た
位
置
に
我
々
を
置
き
た
い
の
で
あ
る
︒・
・
・
我
々
は
ト
ル
コ
人
に
・
・
・

理
解
さ
せ
た
い
の
だ
︒
英
国
政
府
は
英
国
の
人
々
の
感
情
を
誤
解
し
︑
故
に
そ
れ
を

誤
っ
て
体
現
し
て
き
た
の
だ
と
﹂﹇
36
﹈︒
ブ
ル
ガ
リ
ア
等
の
諸
州
が
自
治
を
始
め
れ

ば
﹁
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
少
数
派
﹂
と
の
関
係
で
克
服
す
べ
き
問
題
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
が
︑
ギ
リ
シ
ア
の
例
か
ら
す
る
と
そ
れ
ら
の
困
難
は
克
服
可
能
だ
と
も
彼
は
論

じ
た
︒﹁
そ
れ
ら
は
ギ
リ
シ
ア
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
た
︒
そ
し
て
今
現
在
︑
我
々
が

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
卿
の
直
近
の
証
言
に
よ
っ
て
知
っ
て
い
る
様
に
︑

エ
ヴ
ィ
ア
島

︶
67
︵

の
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
地
主
ら
は
同
国
の
政
府
の
下
で
満
足
し
て
暮
ら
し

て
い
る
︒
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
が
ト
ル
コ
人
と
同
義
で
な
い
事
は
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
︒
そ
し
て
こ
れ
ら
の
州
の
ど
れ
も
︑
概
し
て
︑
相
対
立
す
る
宗
教
や
地
元
の
人

種
の
間
の
戦
争
の
事
例
と
は
な
っ
て
い
な
い
︒・
・
・
﹂﹇
37
﹈︒

と
こ
ろ
が
最
後
に
至
っ
て
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
︑
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
人
道
支
援
と

い
う
現
実
的
な
提
案
に
加
え
て
︑
ト
ル
コ
人
の
追
放
が
問
題
の
究
極
の
解
決
で
あ
る

と
い
う
極
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
結
論
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
︒

し
か
し
私
は
こ
の
大
き
く
非
常
に
嘆
か
わ
し
い
案
件
の
︑
ア
ル
フ
ァ
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
オ
メ
ガ
で
も
あ
る
も
の
に
立
ち
返
り
︑
か
つ
そ
れ
を
以
て
締
め
括
る
︒・
・
・
私
は

我
が
国
民
に
・
・
・
我
々
の
政
府
が
・
・
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
お
け
る
ト
ル
コ
の
執
行
権

力
の
廃
絶
を
達
成
す
る
事
に
於
て
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
協
力
す
る
事
に
全
精
力
を

注
が
ね
ば
な
ら
な
い
︑
と
要
求
し
主
張
す
る
事
を
お
願
い
す
る
︒
今
や
ト
ル
コ
人
に
︑

唯
一
可
能
な
方
法
に
よ
っ
て
︑
つ
ま
り
自
分
達
自
身
を
運
び
去
る
事
に
よ
っ
て
彼
ら
の

悪
弊
を
運
び
去
ら
せ
よ
う
で
は
な
い
か
︒
私
が
希
望
す
る
に
は
︑
彼
ら
の
ザ
プ
テ
ィ

イ
ェ
︶
68
︵

や
ム
デ
ィ
ー
ル
︶
69
︵

︑
彼
ら
の
ビ
ム
バ
シ
︶
70
︵

や
ユ
ズ
バ
シ
︶
71
︵

︑
カ
イ
マ
カ
ム
︶
72
︵

や
パ
シ
ャ
は
誰

も
彼
も
︑
一
切
合
切
の
荷
物
と
共
に
︑
彼
ら
が
荒
廃
さ
せ
冒
瀆
し
た
州
か
ら
立
ち
去
ら

ね
ば
な
ら
な
い
︒
こ
の
徹
底
的
な
厄
介
払
い
︑
こ
の
最
も
祝
福
さ
れ
た
救
済
こ
そ
が
︑

山
ま
た
山
と
重
な
る
屍
の
記
憶
︑
既
婚
女
性
や
未
婚
女
性
や
子
供
の
等
し
く
汚
さ
れ
た

純
潔
︑
侮
辱
さ
れ
辱
め
ら
れ
た
文
明
︑
神
或
い
は
も
し
そ
う
言
い
た
け
れ
ば
ア
ッ
ラ
ー

の
法
︑
人
類
一
般
の
道
徳
的
感
覚
に
対
し
て
我
々
が
な
す
事
の
で
き
る
唯
一
の
償
い
な

の
だ
︒・
・
・﹇
改
行
﹈・
・
・
か
く
も
罪
を
犯
し
た
政
府
は
か
つ
て
な
く
︑
か
く
も
自
ら

が
罪
に
於
て
救
い
が
た
い
事
を
証
明
し
︑
或
い
は
同
じ
事
だ
が
︑
か
く
も
改
革
に
つ
い

て
無
能
で
あ
る
事
を
証
明
し
た
政
府
は
な
い
︒・
・
・﹇
38
~
39
﹈

総
括
す
る
と
︑
以
上
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
論
説
に
は
後
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
外
交
と

の
連
続
性
を
感
じ
さ
せ
る
要
素
が
幾
つ
か
あ
る
︒中
で
も
領
土
的
一
体
性
の
議
論
と
︑

そ
れ
に
関
わ
る
人
道
外
交
の
理
念
に
つ
い
て
の
議
論
︑
更
に
は
ト
ル
コ
人
追
放
の
主

張
に
象
徴
さ
れ
る
﹁
専
制
的
で
残
虐
な
﹂
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
反
感
が
︑
そ
れ
ら
の

要
素
の
筆
頭
に
来
る
で
あ
ろ
う
︒
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
領
土
的
一

体
性
を
維
持
し
つ
つ
︑
問
題
の
あ
っ
た
州
に
対
す
る
帝
国
の
行
政
権
を
奪
っ
て
当
該

州
に
自
治
を
行
わ
せ
る
事
に
よ
り
人
道
的
な
目
的
を
達
成
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
と

し
た
が
︑
基
本
的
に
は
維
持
す
べ
き
領
土
的
一
体
性
す
ら
も
絶
対
的
な
原
則
と
ま
で

は
言
え
ず
︑人
道
上
維
持
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
可
変
的
な
原
則

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
論
じ
た
︒

つ
ま
り
彼
の
自
由
主
義
外
交
に
於
て
は
人
道
と
い
う
道
徳
的
な
理
念
や
原
則
こ
そ
が

最
上
位
に
来
る
の
で
あ
り
︑
そ
の
理
念
に
悖
る
非
文
明
的
な
残
虐
行
為
に
対
し
て
は

内
政
干
渉
も
辞
さ
な
い
と
す
る
︒
人
道
上
の
理
由
で
他
国
の
主
権
が
関
わ
る
領
域
に



97

ウッドロウ・ウィルソンと 18 ～ 19 世紀英米の政治思想

介
入
し
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
は
︑
英
国
で
は
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
の
頃
か
ら
深
刻

化
し
︑
十
九
世
紀
半
ば
に
は
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
介
入
の
要
件
を
論
じ
て
い
る
が

︶
73
︵

︑
グ

ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
一
八
七
六
年
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
事
件
を
機
に
︑﹁
人
権
外
交
﹂
の
理

念
を
﹁
原
則
な
き
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
外
交
﹂
と
巧
み
に
対
比
さ
せ
な
が
ら
一
般
大
衆
に

分
か
り
や
す
い
形
で
明
快
に
打
ち
出
し
た
と
言
え
よ
う
︒
し
か
し
そ
の
人
権
外
交
の

理
念
は
︑
全
体
の
文
脈
か
ら
分
か
る
様
に
強
い
反
オ
ス
マ
ン
帝
国
感
情
︑
反
ト
ル
コ

人
感
情
と
結
び
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
︒
付
言
す
れ
ば
︑
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
ギ
リ

シ
ア
古
典
に
と
り
わ
け
造
詣
が
深
か
っ
た
事
も

︶
74
︵

︑
そ
の
強
い
反
ト
ル
コ
感
情
と
無
縁

で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
上
記
の
思
考
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
与
え
た
で
あ
ろ
う
影
響
は
︑

後
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
で
打
ち
出
し
た
<
原
理
原
則
に
基
づ

く
外
交
>
と
い
う
信
念
︑
及
び
﹁
十
四
か
条
﹂
の
中
で
可
視
化
す
る
様
に
見
え
る
︒

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
模
倣
し
た
か
の
如
く
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
﹁
十
四
か
条
﹂
に
於
て

帝
国
の
領
土
的
一
体
性
と
諸
民
族
の
自
治
を
両
立
可
能
な
も
の
と
し
て
提
示
し
た

︶
75
︵

︒

し
か
し
そ
の
後
彼
は
大
戦
中
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
を
考
慮
し
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
内

の
少
数
派
を
保
護
す
る
﹁
委
任
統
治
﹂
と
い
う
選
択
肢
を
視
野
に
入
れ
る
様
に
な
っ

た
︶
76
︵

︒
つ
ま
り
帝
国
解
体
の
可
能
性
を
否
定
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
︑
グ
ラ
ッ
ド
ス

ト
ン
と
同
じ
く
領
土
的
一
体
性
よ
り
人
道
的
考
慮
を
優
先

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
せ
る
方
向
に
政
策
を
転

換
し
た
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
様
な
政
策
転
換
の
根
底
に
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
否
定
的
な
見
方
が
︑
ト
ル
コ
人
の
全
面
追
放
と
い
う
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ン
の
一
八
七
六
年
の
主
張
と
酷
似
し
て
い
た
事
も
見
落
と
せ
な
い
の
で
あ
る

︶
77
︵

︒

終
わ
り
に

本
稿
で
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
大
学
時
代
に
学
ん
だ
ギ
リ
シ
ア
古
典
と
ギ
リ
シ
ア
史
の

一
部
を
実
際
に
繙
き
︑そ
の
一
見
古
色
蒼
然
と
し
た
教
養
が
実
は
彼
の
民
主
主
義
観
︑

更
に
は
東
方
問
題
へ
の
考
え
方
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
を
育
ん
だ
可
能
性
を
指
摘
し

た
︒
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
十
九
世
紀
後
半
に
青
年
期
を
送
っ
た
米
国
人
が
︑
ギ
リ
シ
ア
の

体
現
す
る
﹁
文
明
的
で
民
主
的
な
キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹂
と
︑
古
代
ペ
ル
シ
ア

や
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
体
現
す
る
﹁
野
蛮
で
専
制
的
な
ア
ジ
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
）﹂

の
対
決
と
し
て
古
代
の
ペ
ル
シ
ア
戦
争
や
近
代
の
東
方
問
題
を
捉
え
た
事
は
︑
ウ
ィ

ル
ソ
ン
や
そ
の
後
の
米
国
指
導
者
が
非
西
欧
世
界
に
対
し
て
展
開
す
る
事
に
な
る

﹁
民
主
主
義
外
交
﹂﹁
人
権
外
交
﹂
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
︒
ギ
リ
シ
ア

独
立
戦
争
が
い
ま
だ
熱
い
同
時
代
性
を
帯
び
て
い
た
時
代
に
若
き
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
が

ギ
リ
シ
ア
の
古
典
や
歴
史
を
精
力
的
に
学
ん
で
お
り
︑
し
か
も
そ
の
真
最
中
に
オ
ス

マ
ン
帝
国
に
よ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
蜂
起
の
弾
圧
が
起
こ
り
︑
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
こ
れ

を
指
弾
し
て
人
道
外
交
を
唱
え
る
論
考
を
発
表
し
た
事
は
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
心
の
中

に
︑
大
学
で
学
び
つ
つ
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
史
像
と
整
合
的
に
連
続
し
た
東
方
問
題
の

イ
メ
ー
ジ
を
形
成
さ
せ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
ギ
リ
シ
ア
︑
続
い
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど

﹁
キ
リ
ス
ト
教
徒
少
数
派
﹂
に
対
す
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
弾
圧
政
策
は
そ
の
後
ア
ル

メ
ニ
ア
人
虐
殺
と
い
う
形
で
も
英
米
の
耳
目
を
引
く
事
に
な
り
︑
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講

和
会
議
時
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
事
実
上
の
解
体
と
米
国
に
よ
る
委

任
統
治
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
さ
せ
る
事
に
な
る
︒
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本
稿
で
扱
っ
た
時
期
よ
り
後
の
政
治
史
料
と
併
せ
て
巨
視
的
に
見
渡
す
と
︑
ウ
ィ

ル
ソ
ン
の
﹁
民
族
自
決
﹂
原
則
が
普
遍
的
・
抽
象
的
な
民
主
主
義
に
由
来
す
る
と
い

う
よ
り
も
︑
ギ
リ
シ
ア
の
古
典
や
歴
史
に
重
き
を
お
く
当
時
の
教
育
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
彼
自
身
の
反
オ
ス
マ
ン
帝
国
感
情
︑
及
び
<
ム
ス
リ
ム
に
弾
圧
さ
れ
て
き
た
キ

リ
ス
ト
教
徒
少
数
派
へ
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
的
な
人
道
的
配
慮
〉
と
表
裏
一
体
の
︑

極
め
て
具
体
的
な
文
脈
で
提
唱
さ
れ
た
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
︒
本
稿
の
考
察
の
結

果
︑冒
頭
で
述
べ
た
﹁
十
八
~
十
九
世
紀
の
英
米
の
民
主
主
義
観
﹂
に
は
深
く
グ
ラ
ッ

ド
ス
ト
ン
的
な
︑﹁
キ
リ
ス
ト
教
徒
少
数
派
の
権
利
を
専
制
的
な

0

0

0

0

ム
ス
リ
ム
の
弾
圧

か
ら
守
る
︒
又
そ
の
為
に
は
介
入
し
て
で
も
戦
う
﹂
と
い
う
具
体
性
を
帯
び
た
要
素

が
含
ま
れ
て
お
り
︑
そ
の
様
な
考
え
方
が
ギ
リ
シ
ア
の
古
典
や
歴
史
の
学
修
を
通
じ

て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
思
考
に
流
れ
込
ん
だ
可
能
性
が
強
い
と
い
う
事
を
︑
本
稿
の
主
要

な
結
論
と
し
て
お
き
た
い
︒
付
言
す
る
と
︑
一
八
五
〇
年
代
に
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
を

書
い
た
ス
ミ
ス
や
フ
ェ
ル
ト
ン
︑
及
び
一
八
七
〇
年
代
に
英
米
の
大
学
で
ギ
リ
シ
ア

の
古
典
や
歴
史
を
講
じ
た
教
授
た
ち
は
そ
の
様
な
﹁
英
米
の
民
主
主
義
観
﹂
の
プ
リ

ズ
ム
で
（
特
に
米
国
人
の
場
合
は
自
国
の
独
立
戦
争
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
）
ギ
リ

シ
ア
史
︑
ひ
い
て
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
や
ア
ジ
ア
史
全
般
を
解
釈
し
︑
本
を
執
筆
し
︑

学
生
に
教
え
て
い
た
の
で
あ
り
︑
そ
の
意
味
で
︑
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
右
記
の
観
点
が
形

成
さ
れ
た
背
後
に
は
正
に
そ
の
様
な
︑
一
過
性
に
終
わ
ら
な
い
構
造
的
な
﹁
英
米
の

時
代
思
潮
﹂（
今
か
ら
見
れ
ば
偏
見
を
含
ん
で
い
る
が
）
が
存
在
し
た
と
言
え
よ
う
︒

更
に
︑
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
結
論
で
述
べ
た
ト
ル
コ
人
の
追
放
は
︑
同
時
代
的
に

見
れ
ば
決
し
て
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒
民
族
の
集
団
追
放
は
十
九
~

二
十
世
紀
に
現
実
に
実
行
さ
れ
た
政
策
的
選
択
肢
で
あ
っ
た
︒
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の

所
謂
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
強
制
移
住
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
不

毛
の
地
へ
の
追
放
︑
英
国
委
任
統
治
領
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
の
土
地
か

ら
の
追
放
と
集
団
的
移
送
論
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
追
放
（
と
最

終
的
な
虐
殺
）︑
ソ
連
に
お
け
る
ク
リ
ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
の
強
制
移
住
︑
第
二
次

大
戦
後
の
ズ
デ
ー
テ
ン
・
ド
イ
ツ
人
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
か
ら
の
追
放
な
ど
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
︑
こ
の
種
の
追
放
政
策
が
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
様
な
人
道
を

掲
げ
る
自
由
主
義
者
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
事
の
中
に
︑
民
主
主
義
的
価
値
観
を
共

有
し
な
い
非
西
欧
世
界
の
人
々
に
対
し
て
は
英
米
の
自
由
主
義
者
は
時
に
排
除
す
る

態
度
を
露
呈
し
た
︑
と
い
う
一
見
逆
説
的
な
事
実
を
見
る
事
が
で
き
よ
う
︒
自
由
主

義
の
こ
の
逆
説
（
民
主
主
義
や
自
由
と
い
う
欧
米
に
と
っ
て
至
高
の
価
値
観
を
共
有

し
な
い
相
手
は
排
除
し
て
も
よ
い
と
い
う
発
想
）
は
︑
例
え
ば
大
統
領
時
代
の
ウ
ィ

ル
ソ
ン
や
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
も
見
ら
れ

︶
78
︵

︑
今
日
で
も
米
国
の
﹁
民
主
主
義
外

交
﹂﹁
人
権
外
交
﹂
に
強
く
見
て
と
れ
る
要
素
で
あ
る
︒

最
後
に
︑
本
稿
で
取
り
上
げ
た
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
が
﹁
ア
ジ
ア
人
﹂
の
み
な
ら
ず

ス
ラ
ヴ
系
の
人
々
へ
の
偏
見
を
滲
ま
せ
て
い
る
点
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
︒

ギ
リ
シ
ア
社
会
に
忍
び
込
む
ス
ラ
ヴ
的
要
素
に
つ
い
て
フ
ェ
ル
ト
ン
は
次
の
様
に
述

べ
る
︒﹁﹇
そ
れ
ら
の
﹈
人
種
の
知
的
資
質
は
顕
著
に
異
な
っ
て
い
る
︒
ギ
リ
シ
ア
人

は
生
き
生
き
と
し
理
解
が
早
く
︑
器
用
で
雄
弁
で
好
奇
心
が
強
く
︑
進
取
の
気
性
が

あ
る
︒
ス
ラ
ヴ
人
は
愚
鈍
で
無
関
心
で
︑
直
接
自
ら
に
関
わ
ら
な
い
事
に
つ
い
て
は

関
心
を
持
つ
方
に
は
容
易
に
動
か
な
い
﹂

︶
79
︵

︒
著
者
の
こ
の
様
な
ス
ラ
ヴ
人
へ
の
否
定

的
な
見
方
は
︑
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ギ
リ
シ
ア
人
の
蜂
起
の
際
に
ア
ル
バ
ニ
ア
人
ム
ス

リ
ム
を
送
り
込
ん
で
弾
圧
さ
せ
た
事

︶
80
︵

な
ど
と
も
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
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様
な
経
緯
を
伏
線
と
し
つ
つ
同
書
は
︑
山
岳
地
帯
の
ギ
リ
シ
ア
語
の
古
詩
に
は
ト
ル

コ
人
や
ア
ル
バ
ニ
ア
人
を
戦
場
で
殺
し
た
記
憶
も
う
た
わ
れ
て
い
る
と
い
う
記
載
と

共
に
叙
述
を
閉
じ
る
の
で
あ
っ
た

︶
81
︵

︒
こ
の
様
な
﹃
ギ
リ
シ
ア
史
﹄
の
叙
述
と
︑
西
欧

に
お
け
る
ス
ラ
ヴ
人
へ
の
無
知
や
偏
見
の
歴
史

︶
82
︵

を
併
せ
考
え
る
時
︑
私
は
次
の
様
な

考
察
を
禁
じ
得
な
い
︒す
な
わ
ち
同
書
に
見
出
さ
れ
る
ス
ラ
ヴ
人
へ
の
無
知
と
偏
見
︑

本
来
純
粋
な
ギ
リ
シ
ア
民
族
社
会
で
あ
る
べ
き
所
に
ス
ラ
ヴ
人
と
い
う
劣
等
的
要
素

が
混
入
し
て
い
る
と
捉
え
る
視
点
も
ま
た
︑
ギ
リ
シ
ア
の
古
典
や
歴
史
を
西
欧
の
文

明
や
民
主
主
義
と
結
び
付
け
て
偏
重
す
る
教
育
や
思
想
の
所
産
で
あ
り
︑
そ
の
様
な

偏
見
を
含
む
視
点

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ
が
︑
西
欧
と
は
異
な
る
特
質
を
持
つ
東
中
欧
に
対
す
る
民
族

自
決
原
則
の
機
械
的
な
適
用
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
）
と
そ
れ
に
よ
る
混
乱
や
︑
ロ

シ
ア
革
命
に
対
す
る
米
国
・
西
欧
側
の
警
戒
心
と
軍
事
介
入
に
つ
な
が
る
<
精
神
的

な
地
下
水
脈
>
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
今
後
の
検
証
を

要
す
る
が
補
足
的
結
論
と
し
て
お
き
た
い
︒

註（
1
）	「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
視
点
か
ら
書
か
れ
た
関
連
論
文
と
し
て
、一
連
の
拙
論
を
参
照
。

「『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
』
の
蹉
跌

―
多
数
決
原
理
と
共
存
の
崩
壊　

中
東
・
南
ア

ジ
ア
・
東
中
欧
の
事
例
か
ら

―
」『
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
一
三
号
、
跡
見
学
園
女

子
大
学
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
六
〜
四
一
頁
。「
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る
『
自
由
』
と

『
介
入
』

―
戦
間
期
と
第
二
次
大
戦
期
に
関
す
る
Ｈ
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
の
著
述
を
手
が
か

り
に

―
」『
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
九
九
〜
一
二
七

頁
。「
民
主
主
義
の
『
西
欧
的
』
起
源
に
つ
い
て

―
ウ
ィ
ル
ソ
ン
型
ア
メ
リ
カ
外
交
の

思
想
的
源
流
を
た
ど
る
一
試
論

―
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
六
号
、

跡
見
学
園
女
子
大
学
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
三
一
〜
六
二
頁
。「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ
ル
と

ア
ジ
ア

―
『
英
領
イ
ン
ド
史
』
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ム
ス
リ
ム
両
社
会
の
分
析

か
ら

―
」『
人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
一
九
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
一
一
九
〜

一
四
六
頁
。

（
2
）	

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
著
、
原
彬
久
訳
『
危
機
の
二
十
年
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
六
年
（
原
著

一
九
三
九
年
）、
六
七
〜
六
九
頁
な
ど
。

（
3
）	John M

ilton C
ooper, Jr., W

oodrow
 W

ilson: A Biography, N
ew

 York: V
intage B

ooks, 

A
 D

ivision of R
andom

 H
ouse, Inc., 2009, pp.14-15

に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
父

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
移
民
の
息
子
で
あ
り
、
母
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
生
ま
れ
教
育
を
受
け
た
父
を
持
ち
、
母
自
身
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。

少
年
期
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
英
国
思
想
の
深
い
影
響
を
受
け
て
育
ち
、
英
国
的
な
る
も
の

へ
の
賞
賛
を
抱
い
て
い
た
事
に
つ
い
て
は
、W

oodrow
 W

ilson, The Papers of 

W
oodrow

 W
ilson ﹇

以
下PW

W

と
略
記
﹈,	 Vol.1, Edited by A

rthur S.Link, Princeton, 

N
ew

 Jersey: Princeton U
niversity Press, 1966, p.21

（Editorial N
ote

）
な
ど
を
参
照
。

一
八
五
六
〜
一
八
八
〇
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
関
連
史
料
を
扱
っ
た
こ
の
第
一
巻
に
は
、
至

る
所
に
彼
の
英
国
へ
の
賞
賛
を
示
す
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）	C

ooper, op.cit., pp.14-15. 

母
は
五
歳
の
時
に
家
族
と
共
に
米
国
に
移
住
し
た
。
ま
た
母

方
の
祖
父
が
卒
業
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
卒
業
し
、
教
鞭
を
取
っ

た
大
学
で
も
あ
っ
た
（
ス
ミ
ス
は
一
七
五
一
年
一
月
に
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
教
授
に
就
任

し
て
十
三
年
間
在
任
し
て
い
る
）。
十
八
世
紀
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
や
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
と
貿
易
上
の
結
び
付
き
が
強
か
っ
た
事
も
（
水
田
洋
著
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
研
究
』
未
来
社
、二
〇
〇
〇
年
﹇
原
著
一
九
六
八
年
﹈、三
四
・
四
六
・
八
七
〜
八
八
頁
）、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
両
親
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
誕
生
時
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
住
ん
で
い
た
背
景

と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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（
5
）	

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
へ
の
転
居
が
幼
少
期
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
南
部
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
た
。
彼
に
よ
る
と
四
歳
の
誕
生
日
の
直
前
の
一
八
六
〇
年
一
一
月
、

リ
ン
カ
ン
が
大
統
領
に
選
ば
れ
戦
争
に
な
る
と
通
り
が
か
り
の
人
が
話
し
て
い
る
の
を

聞
き
、
父
に
何
を
意
味
す
る
の
か
と
尋
ね
た
と
い
う
。
父
自
身
は
オ
ハ
イ
オ
で
生
ま
れ

育
っ
た
が
、
熱
烈
に
南
部
の
大
義
を
奉
じ
て
い
た
（C

ooper, op.cit., pp.16 -17.

）。
そ

の
様
な
家
庭
に
育
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
後
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
友
人
ら
と
も
南
部
人
と

し
て
の
絆
を
共
有
す
る
事
に
な
る
（
一
例
と
し
て
一
八
七
九
年
四
月
二
日
付
のFrancis 

C
ham

pion G
arm

any 

へ
の
手
紙
を
参
照
。PW

W
, Vol.1, p.473.

）。
南
北
戦
争
に
関
す

る
彼
の
著
述
と
し
て
は
一
八
九
五
年
のD

ivision and Reunion

が
あ
る
。

（
6
）	Editorial note, PW

W
, Vol.1, p.704.

（
7
）	

プ
リ
ン
ス
ト
ン
時
代
の
友
人C

harles A
ndrew

 Talcott

へ
の
一
八
七
九
年
十
二
月

三
十
一
日
付
の
手
紙
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
法
学
の
勉
強
に
時
に
無
味
乾
燥
さ
を
感
じ
る

と
打
ち
明
け
て
い
る
。“To relieve m

y feelings, therefore, I w
ish now

 to record the 

confession that I am
 m

ost terribly bored by the noble study of Law
 som

etim
es, 

though in the m
ain I am

 thoroughly satisfied w
ith m

y choice of a profession. ...B
ut 

w
hen one has nothing but Law, served in all its dryness, set before him

 from
 one 

w
eek ’s end to another, for m

onth after m
onth and for quarter after quarter, he tires 

of this uniform
ity of diet. ” PW

W
, Vol.1, p.591.

（
8
）	 PW

W
, Vol.1, p.26.

（
9
）	 PW

W
, Vol.1, p.52.

（
10
）	 PW

W
, Vol.1, p.76, Editorial N

ote

（W
ilson ’s C

lassroom
 N

otebooks

）. 

（
11
）	

一
八
七
六
年
一
月
一
日
頃
の
ノ
ー
ト
に
一
〜
二
年
次
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ト
が
あ

る
（PW

W
, Vol.1, p.78.

）。
彼
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
入
り
た
て
の
頃index rerum

と
い

う
辞
書
を
自
作
し
て
お
り
、
そ
の
種
本
の
正
確
な
特
定
は
難
し
い
も
の
の
、
バ
ー
ク
や

カ
ー
ラ
イ
ル
以
下
本
文
に
列
挙
し
た
書
物
が
種
本
に
含
ま
れ
て
い
た
事
が
分
か
っ
て
い

る
（PW

W
, Vol.1, pp.85-87, Editorial N

ote.

）。『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
を
読
み
進
め

た
事
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
没
頭
し
た
事
に
つ
い
て
はPW

W
, Vol.1, pp.153-154, 

pp.163-166

な
ど
に
記
載
が
あ
る
。
な
お
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
す
る
と
『
ロ
ー
マ
帝
国

衰
亡
史
』
を
彼
が
ど
の
様
に
読
ん
だ
か
に
つ
い
て
も
含
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
当
時
の

英
米
に
お
け
る
ギ
ボ
ン
の
読
ま
れ
方
に
関
す
る
慎
重
な
考
察
を
も
要
す
る
た
め
別
の
機

会
に
譲
り
た
い
。

（
12
）	

大
学
時
代
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
知
り
考
え
る
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
例
え
ば
課
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
の
題
目
に
「
日
本
帝
国
」
と
い
う
テ
ー
マ

も
含
ま
れ
て
い
た
事
を
示
す
史
料
が
あ
り
、
イ
ン
ド
の
宣
教
師
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に

つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
も
あ
っ
た
事
が
日
記
か
ら
分
か
る（PW

W
, Vol.1, p.79, p.218.

）。

又
彼
が
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の

Liberal D
ebating C

lub

の
議
事
録
を
見
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
文
明
の
進
歩
の
関
わ
り
、

東
方
問
題
へ
の
英
国
の
関
わ
り
方
や
英
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
の
正
当
性
、
米
国

議
会
に
よ
る
中
国
移
民
の
禁
止
の
正
当
性
な
ど
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
一
八
七
九
年
一
月
十
八
日
の
議
事
録
に
記
載
の
あ
る
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦

争
を
行
っ
た
際
の
英
国
内
閣
の
行
動
は
ア
ミ
ー
ル
に
対
す
る
正
当
化
さ
れ
な
い
侵
略
で

あ
っ
た
」
と
い
う
論
題
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
提
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
は
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
結
果
通
っ
た
事
が
一
月
二
十
五
日
の
議
事
録
に
記
さ
れ
て
い
る
（PW

W
, 

Vol.1, p.318, p.359, p.400, p.421, p.448-449, p.467.

）。
し
か
し
概
し
て
ア
ジ
ア
に
つ

い
て
の
学
生
た
ち
の
関
心
は
時
事
問
題
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
時
事
問
題
へ
の
洞

察
の
基
本
と
な
る
べ
き
学
問
的
知
識
は
大
学
の
講
義
レ
ベ
ル
で
は
殆
ど
与
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
事
も
、
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

（
13
）	

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
も
は
や
在
学
し
な
か
っ
た
が
、
ダ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
二
年
次

の
ギ
リ
シ
ア
語
の
授
業
に
プ
ラ
ト
ン
の
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』（
前
期
の
授
業
）、『
ク

リ
ト
ン
』（
後
期
の
授
業
）、
及
び
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
リ
ア
ス
』（
後
期
の
授
業
）
が
あ
っ
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た
事
が
彼
の
メ
モ
か
ら
分
か
る
（PW

W
, Vol.1, p.27.

）。

（
14
）	
一
八
七
六
年
十
月
十
三
日
の
日
記
に
『
ギ
リ
シ
ア
史
』
の
復
誦
が
あ
っ
た
旨
の
記
載
が

あ
る
。PW

W
, Vol.1, p.209.

（
15
）	W

illiam
 Sm

ith,  A H
istory of G

reece, from
 the Earliest Tim

es to the Rom
an 

C
onquest w

ith Supplem
entary C

hapters on the H
istory of Literature and Art by 

W
illiam

 Sm
ith, w

ith N
otes and a C

ontinuation to the Present Tim
e by C

.C
.Felton, 

B
oston: H

ickling, Sw
an, and B

rew
er, 1857, pp.iii-iv

（“Preface of the A
m

erican 

Editor ” by C
.C

.Felton

）．
フ
ェ
ル
ト
ン
は
、
米
国
で
も
そ
の
著
作
が
非
常
に
知
ら
れ
て

い
る
ス
ミ
ス
の
素
晴
ら
し
い
ギ
リ
シ
ア
史
に
、
自
分
が
現
在
ま
で
の
部
分
を
補
足
す
る

の
は
同
書
を
よ
り
興
味
深
い
も
の
に
す
る
と
考
え
た
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
付

さ
れ
た
ス
ミ
ス
の
序
文
（
一
八
五
三
年
十
一
月
、
ロ
ン
ド
ン
）
で
は
、
同
書
が
若
い
読

者
向
け
の
教
科
書
と
し
て
書
か
れ
た
と
い
う
執
筆
意
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。Ibid., 

pp.ix-xi.

（
16
）	 “Self-G

overnm
ent in France, ” PW

W
, Vol.1, p.515.

（
17
）	 Ibid., pp.517-518.

（
18
）	

バ
ー
ク
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
正
当
化
す
る
程
の
専
制
は
な
か
っ
た
と
し
、「
か
ほ
ど
に
偉

大
な
建
物
を
一
挙
に
地
上
に
倒
壊
す
る
こ
と
然
る
べ
し
と
も
我
々
に
許
す
だ
け
の
潜
在

的
諸
悪
と
は
そ
も
何
で
あ
り
、
如
何
に
大
き
い
の
か
、
と
極
め
て
真
剣
に
吟
味
す
る
よ

う
我
々
に
要
求
す
る
の
で
す
。
事
態
を
こ
の
よ
う
に
眺
め
る
時
、
私
は
そ
こ
に
ト
ル
コ

的
専
制
支
配
を
認
め
ま
せ
ん
。・
・
・
私
は
、
か
よ
う
な
政
府
に
は
そ
の
卓
越
性
を
高
め
、

欠
陥
を
矯
正
し
、
そ
の
能
力
を
改
善
し
て
一
種
イ
ギ
リ
ス
国
家
制
度
程
の
も
の
に
も
な

し
得
る
価
値
が
充
分
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
」
と
述

べ
て
革
命
の
暴
力
性
を
批
判
し
、
英
国
型
の
漸
次
的
改
革
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
著
、
半
澤
孝
麿
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
』
み
す
ず
書
房
、

二
〇
一
八
年
（
原
著
一
七
九
〇
年
）、
一
六
五
頁
、
二
一
三
〜
二
一
四
頁
。

（
19
）	

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
日
記
に
バ
ー
ク
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
事
に
つ
い
て
は
既
出
の
註
を

参
照
。
バ
ー
ク
の
著
述
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
時
代
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
は
、C

ooper, op.cit., p.28

な
ど
を
参
照
。

（
20
）	 “Self-G

overnm
ent in France, ” PW

W
, Vol.1, p.519.

（
21
）	 Ibid., p.522. 

傍
点
原
著
者
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
中
央
集
権
体

制
た
る
絶
対
王
政
が
壊
さ
れ
た
様
に
見
え
る
が
実
は
逆
で
、
中
央
集
権
化
自
体
が
革
命

の
発
端
で
あ
り
本
質
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
で
は
十
八
世
紀
の
初
め
に
中
央

集
権
化
が
不
思
議
な
ほ
ど
容
易
に
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
わ
れ
わ
れ
は
驚
か

な
い
の
で
あ
る
。
一
七
八
九
年
の
人
々
は
旧
制
度
の
建
造
物
を
顚
覆
し
た
が
、
そ
の
土

台
は
そ
の
破
壊
者
た
ち
の
魂
そ
の
も
の
の
う
ち
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
台

の
上
に
、
人
々
は
忽
ち
の
う
ち
に
新
た
に
、
そ
し
て
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
堅
固
に
、

旧
制
度
の
建
造
物
を
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」。
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ク

ヴ
ィ
ル
著
、
井
伊
玄
太
郎
訳
『
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
革
命
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
九
七
年
（
原
著
一
八
五
六
年
）、
一
九
一
・
二
〇
七
頁
。
こ
の
論
点
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
咀
嚼
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
22
）	 “Self-G

overnm
ent in France, ” PW

W
, Vol.1, p.523.

（
23
）	 Ibid., p.527.

（
24
）	 Ibid., pp.533-534, p.537.

（
25
）	 PW

W
, Vol.1, pp.493-510. 

一
八
八
五
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
最
初
の
著
書C

ongressional 

G
overnm

ent 

の
原
型
と
な
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
含
ま
れ
た
論
考
で
あ
る
（“Introduction 

by W
alter Lippm

ann, ” in W
oodrow

 W
ilson, C

ongressional G
overnm

ent, M
ineola, 

N
ew

 York: D
over Publications, Inc.,2006, p.10; PW

W
, Vol.1, pp.492-493, Editorial 

N
ote.

）。

（
26
）	 “Introduction by W

alter L
ippm

ann, ” p.11. W
alter B

agehot, The E
nglish 

C
onstitution, O

xford: O
xford U

niversity Press, 2001. 

バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
ア
ダ
ム
・
ス
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ミ
ス
の
伝
記
的
研
究
で
も
知
ら
れ
る
事
か
ら
（
水
谷
、
前
掲
書
、
三
九
五
〜
三
九
六
頁
）、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
著
書
の
研
究
を
通
じ
て
間
接
的
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の

決
定
論
的
な
世
界
観
に
も
影
響
を
受
け
て
い
た
事
が
推
測
さ
れ
て
興
味
深
い
（
十
八
世

紀
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
的
な
思
考
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
の
指
導
者
に
影
響
を
与

え
て
い
た
事
は
カ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
）。Lord M

acaulay,  H
istory of England, 

London: H
eron B

ooks, 1967. 

な
お
、John R

ichard G
reen, Short H

istory of the 

English People, N
ew

 York, 1877

に
関
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
一
八
七
七
年
十
月
十
七

日
頃
に
欄
外
コ
メ
ン
ト
、
一
八
七
八
年
五
月
二
日
に
同
じ
著
者
の
四
巻
本
のH

istory of 

the English People

に
つ
い
て
の
賞
賛
を
こ
め
た
書
評
、
七
月
二
十
七
日
に
同
書
に
つ

い
て
の
包
括
的
な
欄
外
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
る
（PW

W
, Vol.1, pp.387-393.

）。

（
27
）	Sm

ith, op.cit., p.222.

（
28
）	 Ibid., p.223.

（
29
）	『
歴
史
』
に
お
け
る
国
制
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
よ
り
百
年
後
の
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
議
論
を
先
取
り
す
る
内
容
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
著
、山
本
光
雄
訳
『
政

治
学
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
一
頁
、
一
八
八
〜
一
九
〇
頁
な
ど
。

（
30
）	

ヘ
ロ
ド
ト
ス
著
、松
平
千
秋
訳
『
歴
史
』
上
巻
、岩
波
文
庫
、二
〇
二
一
〜
二
〇
二
二
年
、

三
九
二
〜
三
九
六
頁
。

（
31
）	『
歴
史
』
中
巻
、
一
九
一
頁
。
以
下
、
引
用
文
中
の
傍
点
は
特
別
に
断
ら
な
い
限
り
引
用

者
が
付
し
た
。

（
32
）	『
歴
史
』
中
巻
、
三
〇
三
〜
三
〇
四
頁
。

（
33
）	『
歴
史
』
下
巻
、
一
一
七
〜
一
一
八
頁
。

（
34
）	『
歴
史
』
下
巻
、
三
二
〇
〜
三
二
一
頁
。

（
35
）	『
歴
史
』
下
巻
、
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。
こ
の
賞
賛
は
、
前
出
の
ス
ミ
ス
の
概
評
に
於
て

言
及
さ
れ
て
い
た
部
分
に
該
当
す
る
。

（
36
）	『
歴
史
』
下
巻
、
二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
。

（
37
）	『
歴
史
』
下
巻
、
二
六
七
・
二
六
九
頁
。

（
38
）	『
歴
史
』
下
巻
、
二
七
二
〜
二
七
三
頁
。

（
39
）	

二
つ
の
世
界
大
戦
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
を
前
に
し
た
一
九
一
七
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の

演
説
と
一
九
四
一
年
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
演
説
に
は
「
自
由
の
為
の
戦
い
」
と
い
う

共
通
の
精
神
が
流
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
森
ま
り
子「
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る『
自
由
』

と
『
介
入
』」（
前
掲
）、
一
一
九
頁
。

（
40
）	『
歴
史
』
上
巻
、
一
一
〜
一
二
頁
。

（
41
）	

こ
の
様
に
述
べ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。「
イ
ン
ド
に
至
る
ま
で
の
ア
ジ
ア
地
域
に
は
人
が

住
む
が
、
イ
ン
ド
か
ら
東
の
地
は
す
で
に
無
人
の
境
で
、
そ
の
情
況
を
語
り
得
る
も
の

は
一
人
も
な
い
。﹇
改
行
﹈
ア
ジ
ア
の
形
状
と
大
き
さ
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
リ
ビ

ア
は
第
二
の
突
出
部
に
あ
る
。・
・
・﹇
改
行
﹈
さ
て
私
に
は
、
リ
ビ
ア
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
区
切
っ
て
分
離
し
た
人
々
の
や
り
方
が
不
思
議
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
こ

の
三
者
の
違
い
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
長
さ（
東
西
）か
ら
い
え
ば
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
他
の
二
者
を
合
せ
た
長
さ
に
わ
た
っ
て
延
び
て
お
り
、
幅
（
南
北
）
に
つ
い

て
は
比
較
に
も
な
ら
ぬ
ほ
ど
（
の
大
き
さ
）」
で
あ
る
と
私
に
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」

（『
歴
史
』
中
巻
、
三
一
頁
）。

（
42
）	『
歴
史
』
中
巻
、
三
五
頁
。

（
43
）	『
歴
史
』
上
巻
、
九
一
・
一
七
八
頁
。
下
巻
、
二
四
六
頁
。

（
44
）	 PW

W
, Vol.1, p.196, p.209.

（
45
）	 PW

W
, Vol.1, p.100.  

ス
ミ
ス
の
原
文
で
は
、Sm

ith, op.cit., p.110.
（
46
）	Sm

ith,  op.cit., p.46.
（
47
）	 Ibid., pp.52-53.

（
48
）	 Ibid., p.107.

（
49
）	 Ibid., p.vii
（
フ
ェ
ル
ト
ン
に
よ
る
序
文
）。

（
50
）	

ギ
リ
シ
ア
語
文
献
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
於
て
も
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
の
翻
訳
に
よ
っ
て
保
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全
さ
れ
た
が
、フ
ェ
ル
ト
ン
は
ギ
リ
シ
ア
語
文
献
の
保
全
に
お
け
る
こ
の
様
な
イ
ス
ラ
ー

ム
世
界
の
役
割
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

（
51
）	Sm

ith,  op.cit., p.571, pp.594-596.

（
52
）	 Ibid., p.570, p.593.

（
53
）	 Ibid., p.570, pp.581-585.

（
54
）	 Ibid., pp.587-588.

（
55
）	 Ibid., pp.591-592.

（
56
）	 Ibid., pp.596-600.

（
57
）	 Ibid.

（
58
）	 Ibid., pp.601-606.

（
59
）	 Ibid., pp.607-614.

（
60
）	 Ibid., pp.615-627.

（
61
）	

ラ
ン
シ
ン
グ
の
回
想
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
委
任

統
治
に
本
気
で
関
心
が
あ
っ
た
。Larry W

olff, W
oodrow

 W
ilson and the Reim

agining 

of Eastern Europe, Stanford: Stanford U
niversity Press, 2020, p.34.

（
62
）	W

illiam
 Ew

art G
ladstone, Bulgarian H

orrors and the Q
uestion of the East, N

ew
 

York and M
ontreal: Lovell, A

dam
, W

esson &
 C

om
pany, 1876.  

以
下
こ
の
論
説
を
概

観
す
る
際
に
、
頁
数
は
本
文
中
に
﹇　

﹈
で
示
す
事
と
す
る
。
な
お
ブ
ル
ガ
リ
ア
蜂
起

に
つ
い
て
は
、
佐
原
徹
哉
著
『
中
東
民
族
問
題
の
起
源

―
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ア
ル
メ

ニ
ア
人

―
』（
白
水
社
、
二
〇
一
四
年
）、
三
六
〜
三
七
頁
及
び
一
四
二
〜
一
四
三
頁

を
も
参
照
。

（
63
）	

こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
古
典
を
深
く
勉
強
し
た
後
議
会
へ
進
出
し
、
ホ
メ
ロ
ス
を
生
涯
の

研
究
対
象
と
し
た
「
詩
的
共
感
力
と
、
理
性
の
よ
り
冷
徹
な
資
質
を
奇
妙
に
組
み
合
わ

せ
た
精
神
を
持
つ
」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
の
政
治
家
で
あ
り
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
と
比
較

し
て
も
演
説
者
と
し
て
卓
越
し
て
い
た
と
評
し
て
い
る
。PW

W
, Vol.1, pp.628-629, 

p.635, p.637, p.641.

（
64
）	W

olff, op.cit., p.16.

（
65
）	

第
一
次
大
戦
期
ま
で
維
持
さ
れ
た
西
欧
の
主
要
な
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
は
、「
ト
ル
コ
人
の

血
塗
ら
れ
た
暴
政
」「
西
洋
文
明
と
決
定
的
に
異
質
な
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。D

avid S. K
atz, The Shaping of Turkey in the British Im

agination, 1776 -

1923, Palgrave M
acm

illan, 2016, p.1.

（
66
）	

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
八
月
に
な
っ
て
も
ま
だ
な
お
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
物
心
両
面
の
支
援
を
受
け
て
い
る
ト
ル
コ
政
府
に
虐
殺
の
罪
が
あ
る
の
か
否

か
と
い
う
問
題
を
か
わ
し
続
け
て
い
た
。G

ladstone,  op.cit., p.20. 

（
67
）	

十
五
世
紀
後
半
以
来
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
で
あ
っ
た
が
、
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
で
ギ
リ
シ

ア
領
と
な
っ
た
。

（
68
）	

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
で
警
察
官
の
意
。

（
69
）	

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
で
地
方
行
政
官
の
意
。

（
70
）	

 بڭباشی 1
  يوزباشی 1
 قائم مقام 1
 

（
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
）。
中
佐
に
相
当
。

（
71
）	

 بڭباشی 1
  يوزباشی 1
 قائم مقام 1
 

（
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
）。
大
尉
に
相
当
。

（
72
）	

 بڭباشی 1
  يوزباشی 1
 قائم مقام 1
 

（
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
）。
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
の
様
々
な
官
吏
や
行
政
官
を
指

す
。
軍
で
は
大
佐
に
相
当
。

（
73
）	J.S.M

ill, “A
 Few

 W
ords on N

on-Intervention, ” D
issertations and D

iscussions III, 

N
ew

 York, 1873, pp.238-263. 

一
八
五
九
年
に
発
表
さ
れ
た
論
考
。

（
74
）	

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
は
ホ
メ
ロ
ス
に
関
す
る
著
書
が
あ
る
。G

ladstone, H
om

er, N
ew

 

York: D
.A

ppleton and C
om

pany, 1886.

（
75
）	「
十
四
か
条
」
の
中
で
「
領
土
的
一
体
性
」（territorial integrity

）
や
そ
れ
を
実
質
的
に
意

味
す
る
語
（「
主
権
」
な
ど
）
は
、「（
諸
民
族
の
）
自
治
的
発
展
」（autonom

ous 

developm
ent

）
や
「
政
治
的
・
経
済
的
独
立
」（political and econom

ic independence

）
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等
の
語
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
十
項
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
つ
い
て“The peoples of A

ustria-H
ungary, w

hose place am
ong 

the nations w
e w

ish to see safeguarded and assured, should be accorded the freest 

opportunity of autonom
ous developm

ent. ”

と
述
べ
ら
れ
、
第
十
一
項
で
は
バ
ル
カ
ン

諸
民
族
に
つ
い
て“...international guarantees of the political and econom

ic 

independence and territorial integrity of the several B
alkan states should be entered 

into. ” 

と
述
べ
ら
れ
、
第
十
二
項
で
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
つ
い
て“The Turkish 

portions of the present O
ttom

an Em
pire should be assured a secure sovereignty, but 

the other nationalities w
hich are now

 under Turkish rule should be assured an 

undoubted security of life and an absolutely unm
olested opportunity of autonom

ous 

developm
ent, ... ”

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。つ
ま
り
曖
昧
な
表
現
で
は
あ
る
も
の
の
、「
十
四

か
条
」
で
は
少
な
く
と
も
帝
国
の
枠
組
み
を
解
体
す
る
と
は
明
言
さ
れ
て
お
ら
ず
、
帝

国
の
一
体
性
を
維
持
し
な
が
ら
帝
国
内
の
諸
民
族
の
自
治
を
実
現
す
る
と
い
う
方
向
性

が
提
示
さ
れ
て
い
た
事
に
な
る
。

（
76
）	

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
ボ
ス
フ
ォ

ラ
ス
海
峡
に
対
す
る
米
国
の
委
任
統
治
の
可
能
性
に
驚
く
ほ
ど
開
か
れ
て
い
た
事
に
つ

い
て
は
、W

olff, op.cit., p.17.  

ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
下
で
任
命
さ
れ
た
キ
ン
グ
＝
ク
レ
イ

ン
委
員
会
の
報
告
書
（
一
九
一
九
年
八
月
二
十
八
日
）
も
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
、
ト
ル
コ
国
家
に
対
す
る
委
任
統
治
を
包
括
す
る
、
小
ア
ジ
ア
全
体

に
対
す
る
米
国
の
委
任
統
治
を
勧
告
し
て
い
た
。The K

ing-C
rane C

om
m

ission 

R
eport

（R
eport of A

m
erican Section of Inter-allied C

om
m

ission on M
andates in 

Turkey

）
を
参
照
。

（
77
）	

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
の
類
似
性
の
指
摘
はW

olff, 

op.cit., p.17.  

但
し
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
否
定
的
な
オ
ス
マ
ン
帝
国
観
は
、
右
記
の
キ
ン
グ
＝

ク
レ
イ
ン
委
員
会
報
告
書
の
基
本
的
ト
ー
ン
で
も
あ
り
、当
時
の
英
米
人
が「
体
系
的
に
」

共
有
し
た
根
深
い
感
情
で
あ
っ
た
事
が
窺
わ
れ
る
。
彼
ら
が
共
通
し
て
受
け
た
、
ギ
リ

シ
ア
古
典
を
偏
重
す
る
教
育
の
影
響
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
78
）	

彼
ら
が
二
つ
の
世
界
大
戦
を
「
自
由
の
為
の
戦
い
」
と
し
て
提
示
し
た
事
に
つ
い
て
は

既
出
の
註
を
参
照
。
つ
ま
り
自
由
や
民
主
主
義
を
共
有
し
な
い
陣
営
を
「
敵
」
と
見
な

し
た
の
で
あ
る
。

（
79
）	Sm

ith, op.cit., p.576. 

フ
ェ
ル
ト
ン
執
筆
部
分
。
フ
ェ
ル
ト
ン
は
更
に
次
の
様
に
書
い

て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
を
旅
行
す
る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ス
ラ
ヴ
人
や
他
の
外
国
人
入
植

者
の
子
孫
に
出
会
う
が
、
彼
ら
が
村
全
体
を
占
有
し
て
い
る
事
も
あ
る
。
ア
テ
ネ
で
さ

え
ほ
ぼ
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
み
が
居
住
し
て
い
る
街
区
が
あ
り
、
ア
テ
ネ
か
ら
十
マ
イ
ル

行
か
な
い
所
で
も
ギ
リ
シ
ア
語
が
通
じ
な
い
村
が
あ
る
。「
今
、
最
も
不
注
意
な
観
察
者

で
さ
え
も
こ
れ
ら
の
人
々
﹇
ギ
リ
シ
ア
人
と
ス
ラ
ヴ
人
﹈
を
取
り
違
え
る
事
は
あ
り
得

な
い
。
彼
ら
の
風
貌
や
言
語
、
精
神
的
な
特
徴
の
い
ず
れ
に
於
て
も
」（
同
上
）。

（
80
）	

一
七
六
八
年
の
露
土
戦
争
の
際
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
が
ア
ル
バ
ニ
ア
人
を
ペ
ロ
ポ
ネ

ソ
ス
に
送
り
込
み
ギ
リ
シ
ア
人
を
虐
殺
さ
せ
た
と
ス
ミ
ス
が
記
し
て
い
る
事
に
つ
い
て

は
前
出
。Sm

ith, op.cit., pp.607-608.  

又
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
中
の
一
八
二
五
年
に
ト

ル
コ
人
と
ア
ラ
ブ
人
が
含
ま
れ
る
遠
征
軍
を
率
い
て
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
を
破
壊
し
た
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
パ
シ
ャ
も
、
フ
ェ
ル
ト
ン
は
特
記
し
て
い
な
い
が
ア
ル
バ
ニ
ア
人
で
あ
っ

た
。
こ
の
様
に
ス
ラ
ヴ
人
の
中
で
も
ア
ル
バ
ニ
ア
人
は
ト
ル
コ
人
側
に
つ
い
て
ギ
リ
シ

ア
人
へ
の
弾
圧
に
廻
っ
た
と
フ
ェ
ル
ト
ン
は
認
識
し
て
い
る
た
め
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
に

つ
い
て
の
彼
の
叙
述
は
好
意
的
で
な
い
。

（
81
）	Sm

ith, op.cit., p.641.
（
82
）	
こ
こ
で
包
括
的
に
例
を
挙
げ
る
事
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
ロ
ッ
ク
は
『
統
治
二
論
』

に
於
て
ロ
シ
ア
帝
国
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
様
な
絶
対
王
政
国
家
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も

政
治
社
会
と
さ
え
見
な
し
て
お
ら
ず
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
東
西
を
截
然
と
区
別
し

て
、
政
治
体
制
に
お
け
る
西
欧
の
優
越
性
と
ロ
シ
ア
の
後
進
性
を
前
提
と
し
た
議
論
を
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し
て
い
る
（
森
、前
掲
「
民
主
主
義
の
『
西
欧
的
』
起
源
に
つ
い
て
」、五
七
頁
）。
又
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
や
ル
ソ
ー
は
東
欧
に
魅
せ
ら
れ
た
が
現
地
に
実
際
に
行
っ
て
観
察
す
る
事
は

な
く
、
彼
ら
の
東
欧
観
は
多
分
に
観
念
的
で
あ
っ
た
（W

olff, op.cit., p.4.

）。




